
工
カ
テ
リ

J

ス
ラ
フ
ス
ヵ
ャ
縣

ハ
リ
コ
フ
ス
ヵ
ャ
縣

一
八
九
七
年
の
調
査
に
よ
れ
ば
ウ
ク
ラ
イ
ナA

（
小
ロ
シ
ヤ
人
）
の
在
住
地
域
は
左
の
如
く
で
あ
る
。

キ
エ
フ
ス
ヵ
ャ
縣

ウ
ォ
ル
イ
ン
ス
ヵ
ャ
縣

ポ
ド
リ
ス
ヵ
ャ
縣

ボ
ル
タ
フ
ス
ヵ
ャ
縣

ヘ
ル
ソ
ン
ス
ヵ
ャ
縣

第
三
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ウ
グ
ラ
イ
ナ
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第

ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
が
ロ
シ
ャ
に
於
て
政
治
的
自
由
を
獲
得
す
る
手
段
は
匂
ペ
ラ
チ
ズ
ム
で
は
な
い
、
フ
エ
デ
ラ
リ
ズ
ム
で
あ
る

_-l 節
章

ウ
ク
ラ
イ
ナ

廣
衰
及
び
住
民

四
七

ミ
ハ
イ
ル
・
ド
ラ
ゴ
マ
ノ
フ

1
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ー

,
1
,
1
,
I
’
:
~

…
＇
~
~
；
~
、
：
:
．
,
：
~
’
~
こ
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圏
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i

命 羞
瓢
器

!
！
！
揺

ー
！
，
＇
。
瀕

眉
晨
暑
閲
荒

累

寧
泊

ヽ
忍

0 ` ` -.,11 

：圏
滸

ま
た
完
桑
，
自
由
さ
民
族
的
平
等
ミ
を
兼
有
す
る
民
主
々
義
の
み
が
白
露
ご
ロ
シ
ヤ

fこ
の
堅
固
な
均
衡
を
規
定
し
得
る
も
の

で
あ
る
、

る
。

る
。

ー
に
農
民
の
支
媛
を
求
め
ね
ば
な
ら
ぬ
白
露
蓬
動
は
民
主
々
義
を
基
閲
ミ
し
て
始
めつ
T

主
義
を
援
助
す
る
揚
合
に
の

る
。
而
も
現
賞
の
民
族
的
利
盆
の

ら
分
離
す
る
事
は
、
植
力
が
専
ら
白
露
生
活
を
奨
励
し
氾

ロ
シ
ャ
生
活
を
抑
慰
し
以
て
積
極
的
に
白
露
民
族

ぬ
か
。
元
来
之
等
二
つ
の
密
接
な
同
族
的
民
族
を
判
然
分
界
し
得
る
事
は
疑
潤
で
あ
る
。
白
露
文
化
の
現
朕
に
於
て

白
露
問
題
の
被
躙
的
解
決
が
縛
一
時
的
の
息
の
で
あ
る
ご
し
て
＼
さ

る
形
態
を
有
せ
ね

ミ
云
ふ
こ
ご
を
t

る
被
蘭
宅
檬
が
多
少
な
り
こ
も
永
綾
さ
へ
す
る
な
ら
ば
吾
人
は
其
虞

こ

f
f＼
例
へ
ば
東
ガ
リ
ツ
ィ
ャ
に
於
け
る
ル
テ
ニ
ャ
人
ミ
被
蘭
人

fこ
の
協
調
時
代
に
於
け

ゑ
理
由
ミ
は
な
ら
ぬ
。
然
し
な
が
ら
何
時
か
は
協
詞
を
害
す
べ
き
有
複
的
條
件
が
生
ず
る
で
あ
ら
う
。

に
好
意
を
有
す
る
白
露
民
族
主
義
の
暫
定
的
存
在
を
見
る

の
間
に
紛
季
を
醸
す
に
至
る
で
あ
ら
う
。
併
し
乍
ら
泌

n
ノ

よ
っ
て
占
領
さ
れ
た
地
方
に
於
け

餓
階
級
な
る
に
反
し
、

f
f
~し
て
も
確
固
誓
嘉
ミ
は
な
り
得
な
い
で
あ
ら
う
。
何
ミ
な
聾
は
永
績
的
平
和
を
希
望
し
て
も
波
蘭
人
ミ
白
露
人
ミ

の
間
に
は
可
成
・
り
探
刻
な
る
祗
會
的
矛
盾
が
横
た
は
つ
て
居
豆
郎
ち
『
白
波
蘭
』

白
露
分
子
は
大
多
敷
が
農
民
で
あ
る
(
-
八
九
七
年
の
調
査
に
依
れ
は
＂
白
露
入
の

は
二
。
七
五
製
の
僕
婢
及
び
傭
人
）
。

束
部
に
於
て
完
成
せ
ら
れ
つ
こ
誓
革
命
の
主
張
及
び
標
語
は
白
露
地
方
に
於
て
忍
行
は
る
べ
く
、
面
し
て
地
主
た
る
被
蘭
人
ゞ
晨

四
六

全
部
地
主
及
び
知

九
言
％
，
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ロ
シ
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コ
ウ
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に
居
住
し
て
ゐ
る
。

は
ホ
チ
ン
ス
キ
イ
郡
に
\
ま
た
ロ
シ
ヤ

は
主
ご
し
て
サ
ン

ガ
リ

ク
ス
キ
ー

ン
ス
コ
ウ

タ
フ
リ
ュ
こ
ご
〈
カ

ベ
ッ
サ
ラ
ブ
ス
力

は
ベ
ル
デ
ャ
ン
ス
キ
＼
メ
リ
ト
立
ふ
リ
ス
キ
4
\

。
フ
リ
ド
ウ
ネ
プ
ロ
フ
ス
キ
イ

は
タ
ガ
ン
ロ
グ
ス
キ

ク
ベ
ン
ス
力

ま
ニ
カ
テ
リ
ノ
ダ
如
ス
キ
ー
＼
予4
ス
キ
A
\

•i 

ス
力

ウ
オ
イ
ス
ヵ
：
r

五

て
は
さ
フ
ジ
ス
キ
T
1

5
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ム
グ
n

し
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キ

f
l
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ス
タ
ロ
ド
ウ
プ
ス
キ
＼
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l
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オ
ズ
イ
プ
コ
フ
ス
キ
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i
"
J
r
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オ
オ
ス
コ
リ
ス
キ
イ
各
郡
、
ウ
オ
ロ
ネ
ジ

ま
ご
ナ
ウ
リ
ス
キ
，
＼
ス
ド
ジ
ャ
ン
ス
キ
ー
、
グ
ラ

'
,
4ウ
ォ
ロ
シ
ス
キ
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チ
ャ
レ
ス
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五
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ル
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ヘ
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＼
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ト
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ゴ
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ス
キ
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d

ょ
ビ
リ
ュ
チ
ェ
F
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ス
キ
ノ
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し

工

ム

リ
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グ
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縣
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ウ
グ
ラ

”
1

ナ
傾
土
の

露
匹
亜
認
民
族
の
研
究

四言入

で
あ
る
。
尚
、
之
等
諸
縣
住
民
中
三
箇
の
主
翌
人
種
を
比
綬
す
れ
ば
左
の
如
く
で
あ
る
（



五

→
八
九
七
年
の
調
査
に
よ
れ
ば
前
掲
ロ
シ
ャ
國
内
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
民
族
的
領
域
に
於
て
線
人
口
二
千
八
百
萬
人
の
中
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ

人
一
千
九
百
四
十
八
萬
二
千
人
、
ロ
シ
ャ
人
四
百
二
十
八
萬
二
千
人
、
ユ
ダ
ャ
人
二
百
一
二
萬
七
千
人
、
獨
逸
人
五
十
萬
八
千
人
、
波
闊

人
四
十
六
萬
一
千
人
で
あ
っ
た
°
東
ガ
リ
シ
ャ
の
総
人
口
四
百
七
十
萬
人
の
中
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
一

1一
百
十
五
萬
人
、

ー
シ
に
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
約
五
十
萬
人
に
し
て
、
現
在
ウ
ク
ラ
イ
ナ
全
領
域
に
於
け
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
は
約
一

1
一
千
二
百
萬
乃
至
一1一
千
一1
1

ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
さ
隣
接
民
族
ミ
の
民
族
的
境
界
線
を
設
定
す
る
こ
さ
は
容
易
で
な
い
。
比
較
的
小
な
る
且
つ
綿
密
に
研
究
調
査
さ
れ

て
ゐ
る
匈
牙
利
ミ
の
境
界
す
ら
銑
に
争
論
を
生
じ
、
紛
擾
の
種
さ
な
っ
て
ゐ
る
。
波
蘭
＜
ぷ
ツ
境
界
確
定
は
一
屑
デ
リ
ケ
ー
ト
で
あ
る
。

波
蘭
さ
ウ
ク
ラ
イ
ナ
領
域
分
界
問
題
は
二
十
年
の
歳
月
を
費
し
詳
細
な
る
研
究
を
重
ね
境
界
及
ぴ
住
民
に
開
す
る
凡
て
の
緻
密
な
る
調

査
が
な
さ
れ
た
に
も
拘
ら
ず
、
研
究
者
間
に
は
未
だ
意
見
の
一
致
貼
を
見
出
さ
ず
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
は
波
蘭
人
に
サ
ン
河
西
方
を
典
へ

ん
さ
し
、
波
蘭
人
は
最
大
限
の
自
己
領
内
に
リ
ウ
ォ
フ
及
ぴ
ド
ロ
ゴ
ブ
イ
チ
市
を
敗
め
僅
か
に
プ
ー
グ
河
東
方
を
ウ
ク
ラ
イ
ナ

A
に
割

ロ
シ
ヤ
ー
|
ウ
ク
ラ
イ
ナ
境
界
設
定
に
至
っ
て
は
一
暦
困
難
で
あ
る
。
多
少
な
り
さ
も
信
じ
得
べ
き
境
界
設
定
資
料
さ
て
は
一
八
九

七
年
の
調
査
あ
る
の
み
で
、
此
調
査
に
就
い
て
も
漑
に
ロ
シ
ャ
側
さ
ウ
ク
ラ
イ
ナ
側
ミ
の
間
に
論
争
を
生
じ
、

プ
ロ
ク
ガ
ウ
ズ
僻
典
の
章
を
引
證
し
て
調
査
に
拇
し
強
抗
な
る
反
駁
を
加
へ
れ
ば
、
他
方
ロ
シ
ャ
は

此
の
調
査
嬰
即
に
編
纂
さ
れ
た
る

る
事
賓
を
指
摘
し
、
互
に
譲
ら
な
い
さ
い
ふ
有
様
で
あ
る
。

全
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
諸
都
市
に
多
敷
大
ロ
シ
ヤ
人
の
在
住
す

ウ
ク
ラ
イ
ナ
民
族
な
る
存
在
は
、 ウ

ク
ラ
イ
ナ
の
境
界

ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
は
民
族
な
り
や

ロ
シ
ャ
人
も
、
波
蘭
人
も
慧
ゥ
ク
ラ
イ
ナ
人
自
身
さ
へ
も
近
頃
ま
で
否
定
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る

て
の
自
己
の
言
語
が
遠
か
ら
ず
消
滅
す
る
で
あ
ら
う
さ
は
考
へ
な
い
。
波
蘭
人
も
亦
た
ワ
ル
ソ
ー

尤
も
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
は
方
言
さ
し

及
ぴ
モ
ス
ク
ワ
の
間
に
中
間
的
言
語
な
く
、
ガ
リ
シ
ャ
方
言
が
波
蘭
語
の
髪
態
に
過
ぎ
な
い
も
の
で
あ
り
、
ロ
シ
ヤ
に
於
け
る
『
モ
ー

ヮ
』
が
毀
損
さ
れ
た
る
ロ
シ
ャ
語
で
あ
急
云
ふ
自
己
の
理
論
は
紙
に
之
れ
を
掬
棄
し
た
。
併
し
、

係
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
文
化
の
獨
立
可
能
範
園
に
就
い
て
の
問
題
は
未
だ
解
決
し
盤
さ
れ
て
ゐ
な
い
。

ロ
シ
ャ
及
ぴ
ウ
ク
ラ
イ
ナ
民
族
開

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
研
究
家
は
ゥ
タ
ラ
イ
ナ
人
の
特
色
に
就
い
て
常
に
人
類
學
上
の
調
査
を
引
證
し
て
ゐ
る
が
、
こ
れ
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人

。
而
し
て
、
之
等
の
調
査
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
が
波
蘭
人
さ
も
、
ロ
シ
ヤ
人
さ
、

を
特
殊
な
も
の
こ
す
る
た
め
の
説
明
に
尤
も
有
奴
で
あ
る

人
一
六
七0
粍
、
波
蘭
人
一
六
五
四
粍
、
大
ロ
シ
ャ
人
一
六
五
七
粍
、

も
異
な
る
各
種
の
特
徴
を
示
し
＂
身
長
の
平
均
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ

身
長
に
拇
す
る
胸
園
平
均
比
率
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
五
五
・

0
四
形
、
波
蘭
人
五
五
・
ニ
劣
、
大
ロ
シ
ャ
人
五
ニ
・
一
八
劣
に
し
て
、
頭
蓋

°
然
し
な
が
ら
、
之
等
人
類
學
上
の
調
査
は
學
術
的
結
論
の
た
め
に
は
大
な
る
意
義

骨
其
他
に
於
て
も
著
し
き
特
徴
を
表
は
し
て
ゐ
る

を
有
す
る
か
も
知
れ
ぬ
が
、
民
族
獨
立
問
題
の
賓
際
的
解
決
に
は
何
等
の
債
値
を
有
す
る
も
の
で
な
い
。
何

y
え
れ
ば
一
民
族
中
に
於

第
三
章

塘
せ
ん
さ
す
る
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ

第 第
l
-
l
 

—— 

節 節

百
萬
、
全
世
界
に
於
け
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
は
約
四
千
萬
人
を
算
す
る
。

露
西
亜
諸
民
族
の
研
究

五
0

一
方
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
が

ウ
ゴ
ル
ス
カ
ヤ
・
ル
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依
れ
ば
其
輸
出
穀
類
は
穂
量
の
十
分
の
九
を
占
め
て
る
る

第
四
節

分
に
雄
緋
な
る
解
答
を
典
へ
る
も
の
で
あ
る
。

せ
し
め
て
一
般
ロ
シ
ャ
語
さ
は
稲
い
難
い
）
。
併
し
，

ゼ
リ
ン
ス
キ
ィ
｀

露
西
亜
諸
民
族
の
研
究

五
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' 

て
も
賣
都
市
住
民
は
證
質
及
ぴ
證
格
の
上
で
は
村
落
住
民
ミ
著
し
く
異
な
つ
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
。
又
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
が
人
類
學
上

波
蘭
人
及
ぴ
大
ロ
シ
ャ
人
よ
り
も
セ
ル
ビ
ャ
人
及
ぴ
ク
ロ
オ
チ
ャ
人
に
近
い
ミ
云
ふ
事
賓
は
何
等
政
治
的
結
論
の
基
礎
を
典
へ
る
も
の

不
定
で
あ
っ
て
、

結
局
言
語
の
問
題
が
蓬
か
に
大
な
る
意
義
を
有
し
、
決
定
的
意
義
さ
へ
も
有
す
る
こ

'
f
)
'
な
る
。
e
国
に
闊
す
る
ロ
シ
ャ
の
學
脱
は

フ
ロ
リ
ン
ス
キ
ィ
及
ぴ
其
他
若
干
の
學
者
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
語
を
輩
に
方
言
ミ
見
倣
し
、
學
士
會
院
は
何
人
も
獨
立
性

盆
疑
は
ざ
る
セ
ル
ビ
ャ
語
、
チ
ェ
；
ク
語
其
他
の
ス
ラ
ヴ
語
＜
両
様
に
獨
立
的
の
も
の
＜
認
定
し
た
（
學
士
會
院
の
意
見
は
次
の
如
く

で
あ
る
。
即
ち
｀
『
ウ
ク
ラ
イ
ナ
語
は
ロ
シ
ャ
語
の
方
言
に
非
ず
し
て
全
く
獨
立
の
ス
ラ
ヴ
語
で
あ
る
。
同
様
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
民
族
も
ロ

シ
ャ
民
族
の
一
派
に
非
ず
し
て
獨
宴
の
ス
ラ
ヴ
民
族
で
あ
る
。
ス
ラ
ヴ
研
究
家
の
見
解
に
よ
れ
ば
ウ
外
オ
什
升
刃
康
ば
他
の
ス
ラ
ヴ
族

吝
學
よ
り
も
高
級
で
あ
る
』
・
…
…
・
・
一
九
〇
六
年
二
月
二
日
附
帝
國
學
士
會
院
の
報
告
）
。

フ
各
學
士
會
院
會
員
の
組
織
す
る
同
會
附
層
委
員
會
の
嶺
表
し
た
る
所
は
次
の
如
く
で
あ
る
。
即
ち
（
歴
史
的
條
件
は
南
西
部
ロ
シ
ヤ

（
小
ロ
シ
ャ
郎
ち
ウ
ク
ラ
イ
ナ
）
さ
大
ロ
シ
ャ
人
の
在
住
地
方
を
完
全
に
分
離
す
る
こ
ミ
を
助
成
し
た
。
之
れ
が
た
め
雨
民
族
（
大
ロ

シ
ャ
及
ぴ
小
ロ
シ
ャ
）
の
言
語
に
差
違
が
生
じ
た
。
之
等
民
族
の
歴
史
的
生
活
は
彼
等
の
た
め
に
共
通
の
通
用
語
を
作
る
こ
＜
五
＜
｀

却
つ
て
方
言
的
特
徽
を
倍
加
し
た
。
現
大
屯
井
甘
請
ば
モ
ス
ク
ワ
、

の
民
族
に
依
つ
て
使
用
さ
れ
つ
：
あ
る
汽
之
れ
を
ポ
ル
タ
ワ
、

懺
然
た
る
事
賓
を
覆
へ
す
も
の
で
は
な
い
°
敬
養
あ
る
ロ
シ
ャ
人
は
少
し
く
馴
れ
；
ば
ウ
ク
ラ
イ
ナ
語
の
書
籍
や
新
聞
を
讀
む
こ
さ
を

侮
ほ
大
ロ
シ
ャ
並
び
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
農
民
も
亦
た
相
互

} 

も
ロ
シ
ャ
語
の
書
籍
を
直
ぐ
解
し
得
る
。

含

困
難
さ
せ
ぬ
、
又
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人

の
了
解
に
差
支
へ
な
い
。
歴
史
上
ウ
ク
ラ
イ
ナ
語
が
ロ
シ
ャ
語
か
ら
分
離
し
た
事
は
四
ぎ
乃
匁
繭
郎
蘭
語
、
チ
ェ
：
ク
語
東
蹄

1
3
藷
郎
も
ロ
シ
ャ
語
、
白
露
語
及
ぴ
ウ
ク
ラ
イ
ナ
語
玉
ら
分
離
し
た
時
期
よ
り
も
遅
い
こ

f
fに
は
確
賓
で
あ
る
。
之
れ
は
『
希
大
戌
ト

の
記
念
物
が
比
較
的
遅
く
現
は
れ
た
事
に
依
つ
て
ゞ
も
判
断
し
得
る
。
此
の
事
寅
は

炉
叶
瞑
吏
』
及
ぴ
『1闊
軍
記
防
如
き
文
學
上

雨
者
文
化
の
類
縁
闘
係
を
語
る
も
未
だ
雨
者
文
化
の
蹴
一
に
就
て
の
問
題
を
解
決
し
得
な
い
。
従
つ
て
唯
だ
文
化
創
設
の
意
向
を
有
す

る
活
動
者
の
敷
が
解
決
的
債
値
を
有
す
る
の
み
で
あ
る
。
此
の
意
味
に
於
て
最
近
五
十
年
間
に
於
け
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
蓮
動
の
歴
史
は
充

第
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コ
ル
シ
、
ラ
ッ
ポ
・
ダ
ニ
レ
フ
ス
キ
イ
、
オ
リ
デ
ン
プ
ル
グ
｀

ウ
グ
ラ
イ
ナ

リ
ヤ
ザ
ン
、
ャ
ロ
ス
ラ
フ
、

キ
エ
フ
、

リ
ウ
オ
フ
の
民
族
が
使
用
し
て
ゐ
る
心
噂
靖
サ
謡
に
蜀
立

此
認
定
も
ウ
ク
ラ
イ
ナ
語
及
ぴ
大
ロ
シ
ャ
語
が
極
め
て
接
近
し
て
ゐ
る
ミ
云
ふ

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
天
然
富
源

の
中
三
百
六
十
萬
噸
）
ロ
シ
ャ
満
俺
鐵
の
綽
量
の
四
分
の
一

1
-
‘

で
な
い
。

フ
ァ
ミ
ン
ツ
ィ
ン
，

フ
ォ
ル
ト
ナ
ト
フ
、
シ
ヤ
フ
マ
ト

ア
ル
ハ
ン
ゲ
リ
ス
ク
、
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド

ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
天
然
富
源
に
開
し
ロ
シ
ャ
の
穂
て
の
地
方
さ
比
較
し
て
最
も
良
好
な
る
朕
態
に
あ
る
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
ロ
シ
ャ
石
炭

の
四
分
の
一
―
一
(
-
九
―
一
年
縮
量
二
千
八
百
萬
噸
の
中
二
千
萬
噸
）
ロ
シ
ャ
鐵
鎖
の
一
一
一
分
の
二
以
上
(
-
九
―
一
年
綽
量
五
百
一
二
十
萬
噸

ロ
シ
ャ
甕
の
綽
量
の
一1一
分
の
二
を
産
し
、
侮
敷
人
の
研
究
家
の
算
定
に

（
大
ロ
シ
ャ
は
生
産
穀
類
の
0
•
七
％
を
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
同
二
七
％
を
輸

五



第
三
章

ウ
タ
ラ
イ
ナ

奥
へ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
ご

相
互
の
意
恩
よ
り
成
立
し
た
も
の
で
靡
盟
の
形
で
あ
っ
た
ご
云
竺

ロ
シ
ャ
研
究
家
の
大
部
分
は
ウ
ク
ラ
ノ
！

ウ
タ
ラ
ー

で
あ
る
。
唯
だ
モ
ス
ク
ワ
皇
帝
の
獨
甑
的
意
志
を
以
て

宜
五

解
朦
上
の

に

内
政
自
治
（
行
稟
軍
隊5

フ
メ
リ
ニ
ッ
キ
の

司
法
）
並
び
に

の
見
解
が
あ
る
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
班
究
家
並
び
に
若
干
の
ロ
シ

モ
ス
ク
ワ

（
で
J

見
テ
の
如
ぎ
）
は
ロ
シ
ヤ

立
つ
こ
ご
：
な
っ
た
。

ウ
ク
芝

4

ナ
の
麗
係
は

一
六
五

ペ
レ
ヤ
ス
ラ
ウ
リ
條
約
（
ウ
ク
ラ
イ
ナ
が
モ
ス
ク
ワ

に
よ
っ
て
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
か
ら
獨
立
を
な
し
た

れ
た
條
約
）
の
意
義
に
就
て
二
つ

其
獨
立
保
持
の
力
な
き
を
感
知
し
て
モ
ス
ク
ワ
皇
帝
の

こ
ド
！
ラ
ン
ド
ミ
の

キ
ー
ヌ

し
た
。

特
別
な
政
治
的
軍
事
的
才
能
を
有
す
る
フ
メ
リ
ニ
ジ
キ
の
指

へ
た
。
モ
ス
ク
ワ
方
面
か
ら
の
粗
暴
無
頼
の分
子
の

ク
ラ

A
：
ナ
民
族
の

の

令
罪
大
に

た
め

っ
た
。
此
事
は
ウ
ク
ラ
↑
ァ
住
民
に梢
減
し
難
い
痕
跡B

抗
争
の

タ
グ
ラ
イ

{` 

J
I．
ト
ワ
\
ぷ
ー
ラ
ン
ド

ロ
シ
ャ
の
歴
史
に

る

ウ
ク
ラ
イ

ス
ク
ワ
公
國
を
建
て
た
閃
南
部
種
族
は
キ
エ
フ
の
没
落
時
代
よ
り
政
治
的
獨
立
を
失
ひ
二
覧
的
舞
豪
か

つ
鍔
然
し
函
部
ロ
シ
ャ
種
族
は
常
に
自
己

〇
し
ち
，
ゥ

む
ヒ

ス
ラ
ヴ
種
族
の
歴
史
的
蓮
命
は
腱
鞘
侵
入
の
時
か
ら
分
離
し
た
。

ヴ
ゴ‘

ロ

ド

モ

五
節

の
隠

的

え
!:IP 

墾
云
欝
眠
）
参
照
。

尚
ゅ
ぞ
オ
ペ
ル
デ

H

フ
の
諭
文
「
大
ロ
シ
ヤ
及
び
波
闊
に
到
す
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
糎
済
闘
係
に
就
て
の
問
題
」
（
一
九
―
二
年
翌
行
「
ウ
グ
ラ
イ
ナ
生
活
」
の

シ
ャ
及
既
殴
鯛
に
劉
す
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
鰹
猜
的
闘
係
」
こ
九
―
一
年
「
キ
き
ア
に
於
け
る
亨
ク
ラ
イ
ナ
愚
術
協
會
の
報
告
」
の
第
七

b

第
九
編
所
載
）
。

ゲ
フ

テ
ル

＜
研
究
さ
れ
て
ゐ
な
い
。

註

ロ
シ
ャ
鄭
猜
生
活
に
於
け
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
信
値
」
こ
九

0
九
年
「
玄
學
研
究
雑
誌
」
第
九
編
所
載
）
。
ス
タ
3こ
＇
：
ク
の
論
文
「
大
ロ

の

著
大
で
あ
る
事
賞
は
疑
を
挟
む
餘
地
が
な
い
。
面
し
て
，

ベ
ぎ
誓
云
ふ

こ
貯
信
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
民
族
蓮
動
に
ミ
つ
て
危
瞼
で
あ
る
ミ
カ
説
し
て
ゐ
る
。に
し
て
も
ロ
シ
ヤ
ミ
ウ
ク
ラ

f
4
ナ
芯

の
市
揚
で
あ
る
ご

自
己
の
罷
滸
的
獨
立
に
聾
す
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
の
誇
張
的
業
観
王
義
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ

依
つ
て

結
論
を
奥
へ
て
ゐ
る
。
郎
ち
ウ
ク
ラ
イ

倉
庫
で
は
な
く

a
"

被
蘭
及
び
大
ロ
シ
ャ
の
製
造
工
業
の
た
め

は
ゲ
フ
テ
少
の
妍
究
法
を
論
難
し
む
鐵
道
輸
送
朕
態
調
査
資
料
（
之
れ
は
窮
究
上
唯
一
の
正
龍
なる
こ
ミ
は
疑
ひ
な
い
）
に

ロ
シ
ャ
は
ウ
ク
ラ
イ

て

し ヽ

ウ
タ
ラ
イ

て
ゐ
る

ス
タ
シ
ュ
ク
＂

グ
フ
テ
i
v丘
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
が
戸
シ
ャ
の
穀
倉
た
る
の
み
な
ら
ず
肉
＼

石
炭
泣
甜
菜
，

U

砂
糖
等
の

閲
題
を
班
究
し
た
ゲ
フ
テ
J
V

に
ス
タ
シ
ュ
ク
の
諭
文
は
互
に

る
。
（
註
）

め
る
目
的
を
以
て
妍
究
せ
ら
れ
た
亭
門
的
調
査
の
不
充
分
の

て

も
ウ
ク
ラ
イ
ナ

た
め

出
す
る
）
沿
又
ウ
ク
ラ1
ナ
に
於
け
る
砂
瞬
の
生
差
額
は
全
露
の

露
西
症
誂
民
族
の
研
究

こ
ミ
は
ロ
シ
ャ
の
以
前
の

る
。

宜
四

ら
ウ
ク
ラ

1

ナ
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錆
一
一
一
章
ゥ
グ
ラ
イ
ナ

さ
を
宗
教
會
議
に
懇
請
し
た
が
、
其
懇
情
も
拒
絶
さ
れ
た
。

一
七
六
九
年
キ
エ
フ
の
大
修
道
院
は
住
民
が
ロ
シ
ャ
語
の
讀
本
を

五
七

し
た
。

許
さ
ず
、
之
れ
を
大
ロ
シ
ャ
語
で
印
刷
す
べ
き
こ
さ
を
要
求

於
て
他
の
書
籍
を
出
版
す
る
こ

f
fえ
を
禁
じ
、
大
僧
正
作
の
讃

来
し
た
。
漑
に
一
七
二0年
に
於
て
ピ
ョ
ー
ト
ル
大
帝
は
大

し
、 至

べ
き
観
を
さ
へ
呈
し
た
。
併
し
な
が
ら
、

工
カ
テ

サ
ッ
ク
首
領
の
梱
能
は
復
活
し
た
。
而
し
て
、

施
行
、
官
吏
の
任
命
は
地
方
自
治
圃
個
に
行
は
し
め
た
。カ
ー
ル
十
二
世
の
没
落
後
ピ
ョ
ー
ト
ル
は
急
韓
直
下
の
勢
を
以
て
ウ
ク
ラ
イ

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
執
れ
の
部
分
に
於
て
も
強
力
な
機
闊
の
組

露
西
亜
諸
民
族
の
研
究

死
後
直
ち
に
寅
際
上
に
現
は
れ
、

ナ
の
長
官
逹
の
憤
怒
を
買
っ
た
。 モ
ス
ク
ワ
政
府
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
各
都
市
に
自
己
の
軍
隊
及
ぴ
自
己
の
長
官
を
派
遣
し
て
ウ
ク
ラ
イ

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
長
官
逹
は
確
乎
た
る
政
治
的
意
見
を
有
せ
ず
｀

も
一
の
政
策
か
ら
他
の
政
策
に
向
つ
て
轄
々
さ
し
て
ゐ
る
朕
態
で
あ
っ
た
。
郎
ち
、

又
其
後
に
於
け
る
コ
乎5
ク
⑪
謹
領

コ
サ
ッ
ク
首
領

ン
ド
ミ
條
約
を
締
結
し
て
モ
ス
ク
ワ
ー
ヽ
ふ
訊
拗
な
闘
争
を
行
ひ
、
彼
の
緞
承
者
（
フ
メ
リ
ニ
ッ
キ
イ
の
息
ユ

l
t

引
）
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
モ

ス
ク
ワ
政
櫂
へ
復
蹄
せ
し
め
、
首
領
ド
．
ロ
ジ
エ
ン
ゴ
は
土
耳
古
首
長
に
援
助
を
求
め
．
結
局
．
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
二
部
分
｀
郎
ち
モ
ス
ク

ヮ
領
及
び
ボ
ー
ラ
ン
ド
領
に
分
割
さ
れ
｀
雨
者
各
自
特
別
の
組
織
を
有
す
る
も
の
ミ
な
っ
た
。
併
し
、
此
組
織
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
や
モ
ス

ク
ワ
さ
闘
争
を
な
し
得
る
充
分
の
力
を
有
す
る
も
の
で
な
か
っ
た
。
郎
ち
、

織
さ
れ
た
も
の
な
く
、
上
暦
民
は
下
暦
民
ミ
敵
蜀
し
て
ゐ
た
。
モ
ス
ク
ワ
は
此
の
情
況
を
巧
に
利
用
し
、
上
暦
民
に
蜀
し
て
は
下
暦
民

を
敬
唆
し
て
以
て
上
暦
民
の
自
治
的
方
低r品
闘
ひ
、
同
時
に
ま
た
下
暦
民
の
憤
激
及
ぴ
暴
動
は
武
力
に
よ
っ
て
之
れ
を
鎮
堅
し
、
上
暦

民
の
同
情
を
得
た
。

ピ
ョ
ー
ト
ル
時
代
前
、
モ
ス
ク
ワ
は
鮨
に
コ
芯
ク
首
領
の
選
畢
を
監
督
し
、
軍
隊
長
官
の
選
畢
を
自
己
の
掌
中
に
敗
め
、
モ
ス
ク
ワ

の
軍
隊
指
揮
官
及
び
守
備
隊
を
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
要
地
に
駐
在
せ
し
め
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
政
櫂
者
に
蜀
し
て
は
自
主
的
外
交
を
禁
止
し
、
ウ

ク
ラ
イ
ナ
の
敬
會
は
之
れ
を
モ
ス
ク
ワ
綽
主
教
に
隷
腸
せ
し
め
た
、
併
し
な
が
ら
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
内
政
、
郎
ち
財
政
，
軍
隊
董
選
暴
・

ナ
の
セ
パ
ラ
チ
ズ
ム
及
ぴ
政
治
的
獨
立
思
想f
f品
闘
争
し
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
地
方
は
ロ
シ
ャ
官
吏
が
賓
際
に
統
治
す
る
こ
さ
L
な
り
、

一
七
二
二
年
）
コ
サ
＂
ク
首
領
の
選
唇
施
行
さ
れ
ざ
る
に
至
っ
た
。
然
る
に
ピ
ョ
ー
ト
ル
の
死
後
コ

口
パ
ド
ス
キ
イ
の
死
後
（
死
去
は

キ
リ
ル
・
ラ
ズ
ヴ
き
フ
ス
ギ
な
の
コ
サ
ッ
ク
首
領
時
代
に
は
ウ
ク
ラ

1

ナ
は
隆
盛
期
さ
も

ぶ
二
世
は
ラ
ズ
ウ
モ
フ
ス
キ
1
を
退
か
し
め
、
徹
底
的
に
首
領
制
度
を
破
壊

.
ボ
ロ
ジ
ス
カ
ざ
セ
し
チ
を
解
散
し
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
綽
督
府
を
設
謹
し

一
七
七
五
年
自
由
コ
サ
ッ
ク
園
の
最
後
の
残
物
で
あ
る
サ

ナ
が
ロ
シ
ヤ
に
併
合
せ
ら
れ
る
に
及
ん
で
、
左
岸
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
一
般
法
規
に
依
つ

た
。
最
初
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
分
割
に
よ
り
ウ
ク
ラ
イ

っ
た
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
陰
謀
的
ィ
エ
ズ
ィ
ッ
ト
貴
族
の
覇
絆
か
ら
獨
裁
的
官
僚
の

て
治
め
ら
る
A

ロ
シ
ャ
諸
縣
に
外
な
ら
ぬ
も
の
さ
な

覇
絆
に
陥
っ
た
°
併
し
な
が
ら
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
上
流
祉
會
は
此

つ
て
償
は
れ
た
か
ら
で
あ
っ
た
（
一
七
八
一

1一
年
）
。

ラ
イ
ナ
の
政
治
的
自
由
の
喪
失
を
ウ
ク
ラ
イ
ナ
農
民
に
欝
す
る
農
奴
法
施
行
に
よ

の
髪
革
を
敢
て
不
平
も
な
く
承
認
し
た
。
こ
れ
は
上
硫
社
會
が
ウ
ク

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
政
治
的
面
目
の
失
墜
に
伴
つ
て
民
族
的
特
性
が
破
滅
を

ロ
シ
ャ
語
印
刷
の
殺
會
用
書
籍
を
除
く
の
外
，
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
領
域
内
に

美
歌
を
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
印
崩
せ
ん
＜
ぷ
す
る
キ
ェ
フ
修
道
院
長
の
企
圏
を
も

購
買
し
な
い
た
め
、

ス
コ

ウ
ク
ラ
イ
ナ
語
で
そ
れ
を
印
刷
す
る
こ

五
六



ク
ラ
1
・
ナ
思
想
の
中
心
は
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ

一
八
四
0
年
代
の
中
葉
ゥ

ク
ラ
イ
ナ
入
の
知
識
階
級
中
に
故
國
民
族
並
び
に
故
國
地
方
に
巽
す
る
興
味
が

を
受
け
て
ペ
テ
ル
プJ
Vグ
に
於
け
る
ウ

ェ
ン
コ
は
極
め
て
困
讐
悶
生
活
條
件
の

こ
°
農
奴
で
あ
り
喩
次
で
政
治
的
追
放
者
で
あ
ら
シ
ェ
フ
チ

學
の
偽
に
萬
丈
の
氣
焙
を
吐
い

t

ウ
タ
ラ
イ
ナ
語
の
書
籍
を
出
版
す
る
に
至
っ
た
。
特
に
。
ヘ
ラ
ル
プ
ル
グ
に
於
け
る
タ
ラ
う

4
ナ
文
學
自
立
の
基
礎
を
固
の
た
。
ウ
ク
ラ

｀
一
回
の
叢
書
『
コ
ブ
ザ
リ
』
は
一
八
四

0
年
出
版
）
ウ
ク
ラ

に
自
己
の
著
作
を
以
て

t
U

ー
リ
ン
ス
キ
ー

^ 
こ
。

ェ
フ
チ
ェ
ン
コ
は
ロ
シ
ャ
評
論
家
か
ら
は
最
恣
冷
酷
な
批
判
を
受
け
ょ
ー

1
3ナ
知
識
階
級
に
狂
喜
的
に
獄
迎
さ
れ
た
シ

第
三
章

ウ
タ
ラ
イ
ナ 二

る
こr

fこ
に
依
つ
て
も
之
れ
を
證
す
る
こ
已
か
出
来
る
。

゜
『
キ
リ
ル
門
メ
フ
芦
ェ
フ
ス
コ
エ
襴
棚
』

一
八
四
0
年
代
。
已
フ
チ
ェ
ン
コ

は
ロ
シ
ャ
語
の
黙
迫
に
よ
り
遠
か
ら
ず
減
亡
す
る
で

査
九

ン
コ
の

ウ
ク
ラ

4

ナ
文

彼
等
は

次
で
キ
エ
フ
に
轄
じ
た
。
ゴ
↓
嘉
創
作
の
影
縛

；
ウ
ク
ラ

i
ょ
ナ
語
文
法
書
の
最
初
の

微
々
た
る
も
の
て

ロ
シ
ャ
語
の
警
音
を
永
久
に
遣
さ
ね
は
な
ら
ぬ
』
こ
述
べ
て
ゐ

普
及
さ
れ
竺
此
時
代
に
は
言
論
の
み
な
ら
ず
⑮

ウ
ロ
フ
ス
キ

4
(

一
八
年
）

緒
言
に

こ
も
の
で
あ
っ
ャ
＼
こ
れ
は

f

印
刷
に
よ
ら
ず
泡
手
記
に
よ
っ
て

も
の
で
あ
る
が
＞
其
内
容
は
顕
端
な
反
モ
ス
ク
ワ
的
精
韓
羞
揮
し

f

し
居
る
。
餅
ピ
民
族
的
自
覺
は
極
め
て

ウ
ク
ラ
イ
ナ
政
治
的
結
祗
の
跡
を
も
習
竺

『
小
ロ
シ
ャ
語

ク
ラ
イ
ナ
問
題
を
論
じ
た
。
嘗
時
ボ
ど
ー
チ

玄
顎
表
し
¥
又
ロ
シ
ャ
語
を
以
て
ゥ

む

ー
｝
力
，

℃
 

オ
ス
9

ウ
立
：
不
ン
コ

了
ロ
シ
ャ
の
歴
史
』

リ
コ
フ
大
墨
の
ウ
ク
ラ
1
ナ
知
識
階
級
（
グ
リ
ヤ
ー
ク
；
ア
ル
テ
モ
フ
ス
キ

に
就
て
の
考
察
を
甑
動
し
た
。
此
の
氣
分
は
ハ

ク
ラ
1
ナ
語
を
使
用
し
て
多
く
の
著
作

メ
；
リ
ニ
ス
キ1等
ぷ
ら
流
れ
出
た
。
該
知
識
階
級
は
ゥ

る
影
響
を
奥
へ
た

｀
グ
・
ワ

族
ご
嘗
該
民
族
の
語
を
以
て
談
ず
る
こ
ミ
を
餘
儀
な
く
せ
し
め
た
。
匹
方
か
ら
来
っ
た
新
攻
治
思
想
は
自
治
主
義
及
び
國
家
の
新
形
式

復
興
に
都
合
の
よ
い
勢
を
作
っ
た
。
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
傾
向
は
民
族
に
留
意
す
る
こ
ご
冷
民
族
を
蔚
究
す
る
こ
ご
、

つ
て
其
民

敬
育
の
普
及
、
咀
欺
思
想
の
浸
漸
"ウク
ラ

s
4

ナ
に
於
け
る
文
化
新
中
心
の
創
立
（
例
へ
ば
ハ
リ
コ

ウ
ク
ラ

i

ク
ラ
イ
ナ
刷
楊
の
タ
ラ
シ
ッ
ク
的
演
劇
目
録
か
ら
消
え
失
せ
な
い
i
f
0の
ミ
な
つ
て
ゐ
る
。

ネ
イ
ダ
』

コ
｝
・
ワ
リ
ヤ
レ
フ
ス
キ
イ
著
『
モ
ス
カ
リ
。
チ
ャ
ロ
ウ
ニ
ク
』
『
ナ
タ
ル
カ
ふ
庄
タ
フ
カ
』

ゥ

}) 

9
,
 

該
創
作
は
直
ち
に
多
大
の
賛
詞
を
得
て
，ウク
ラ

1

ナ
の
知
識
階
級
に
は
勿
論
：
ロ
シ
ャ
知
識
階
級
中
に
も
鑽
ま
つ
た
。
『
工

し
て
普
及
し
喰
斯
く
し
て
ウ
ク
ラ
イ
ナ
文
學
の
新
時
代
を
開
拓
し
た
。コ
ヽ
；
ウ
"
-
ヤ
レ
フ
ス
キ

『
エ
ネ
イ
方
ノ
』
も
此
の
種
の
創
作

も
な
い
。
従
つ
て
ジ
グ
ラ
ノ
＇
ナ
文
學
は
全
然
死
滅
す
る
こ
ご
は
な
か
っ
た
け
れ
さ
忍

b

多
く
の
楊
合
ュ
i

モ
ア
の
内
容
を
持

：
交
ウ
ク
ラ
イ
ナ
語
を
他
國
語
ミ
見
倣
す
こ
ミ
忍
出
来
ず
／
之
を
自
國
語
こ
思
惟
せ
ざ
る
全
得
な
か
っ
た
の
は
言
ふ
ま
で

み
の
用
語
ミ
な
っ
た
が
場
多
く
の
知
誠
階
級
は
村
落
の
家
庭
に
於
て
泊
ウ
ク
ラ
イ雰
闊
氣
中
に
在
つ
て
初
等
敦
育

ロ
シ
ャ
語
に
移
り
（
エ
ム
。
グ
竺
ン
ニ
フ
ス
キ
ー
＇
は
之
を
『
自
己
の
民
族
よ
り
の
二
重
の
逃
亡
』
ご
稲
し
て
る
る
）
沿
ウ
ク
ラ
イ
ナ

ウ
ク
ラ
イ
，
ア
に
於
け
る
晨
奴
法
の
制
定
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
を
上
下
の
二
階
級
に
裁
然
甑
加
し
た
。
以
前
披
蘭
語
を
使
用
し
た

第
笞
夙P

四
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亜
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項 節

ハ
リ
コ
フ
時
代

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
民
族
的
復
興

宣
八



に
猶
し
論
争
を
試
み
た
。

六

さ
へ
も
彼
を
、
非
文
化
的
無
作
法
者
で
あ
り
、
知
的
眼
界
の
狭
溢
者
で
あ
る
さ
批
判
し
て
敵
蒟
の
態
度
を
取
っ
た
。

一
八
四
0
年
代
の
末
期
か
ら
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
祉
會
生
活
の
中
心
は
キ
エ
フ
に
移
り
・
コ
ス
ト
マ
ロ
フ
、
ク
リ
ー
、
ン
の
如
き
ウ
ク
ラ
イ

ナ
思
想
の
代
表
者
が
活
動
し
た
。
殊
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
文
字
法
を
制
定
し
た
ク
リ
ー
ジ
の
功
績
は
特
筆
大
書
す
べ
き
で
あ
る
。
抑
々
ウ
ク

せ
し
め
、
後
に
ガ
リ
ツ
ィ
ャ
に
於
て
ポ
ー
ラ
ン
ド
ー
ー
ル
ウ
テ
ニ
ア
協
調
の
味
方
＜
涵
扇
り
、
晩
年
に
士
耳
古
に
蜀
し
非
常
な
同
情
を
向

け
た
。
キ
エ
フ
に
於
て
ク
リ
ー
シ
は
コ
ス
ト
マ
ロ
フ
及
ぴ
其
他
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
知
識
階
級
代
表
者
さ
共
に
政
治
結
祉
「
キ
リ
ル
ロ
・
メ
フ

ォ
ヂ
工
フ
ス
コ
ェ
圏
悟
』
を
組
織
し
て
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
獨
立
を
計
蜜
し
た
。
営
時
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
知
識
階
級
は
悉
く
此
圃
罷
に
入
黛
し

た
。
圏
罷
の
綱
領
は
、
白
由
さ
平
等
｀
農
奴
法
及
ぴ
階
級
的
差
別
の
撤
燈
、
民
族
の
敦
育
等
で
あ
っ
た
。
而
し
て
各
ス
ラ
ヴ
民
族
は
各

共
和
國
を
建
設
し
、
唯
だ
外
交
事
務
を
全
ス
ラ
ヴ
共
和
國
の
代
表
者
を
以
て
組
織
す
べ
き
『
継
ス
ラ
ウ
ャ
ン
會
議
浜
“
統
一
す
る
ミ
云
ふ

計
蜜
で
あ
っ
た
。

圃
罷
は
最
初
ロ
シ
ヤ
を
支
配
者
並
ぴ
に
指
導
者
さ
す
る
こ
＜
：
を
主
義
ー

‘
Lし
て
ゐ
た
が
、
モ
ス
ク
ワ
に
爵
す
る
闘
係
は
其
後
次
第
に
疎

遠
に
な
つ
て
来
た
。
最
初
か
ら
園
罷
に
最
も
密
接
な
闊
係
を
持
っ
た
シ
ェ
フ
チ
ェ
ン
コ
は
其
創
作
に
一
定
の
強
固
な
反
実
斯
科
調
子
を

加
味
し
、
此
種
の
調
子
は
時
の
罷
過
に
伴
ひ
盆
々
強
く
な
っ
た
。
然
し
、
圃
罷
は
純
思
想
的
圃
罷
で
あ
っ
て
、
其
圃
員
は
親
密
な
集
合

さ
し
て
集
ま
り
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
著
作
殊
に
、
そ
う
チ
ェ
ン
コ
の
創
作
を
讀
み
、
何
等
具
罷
的
政
治
的
計
甍
を
有
し
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。

一
八
四
七
年
偶
々
二
名
の
圃
員
の
會
話
を
聰
取
し
た
學
生
の
告
登
に
依
つ
て
、
圏
員
は
捕
縛
さ
れ
、
又
流

ェ
フ
チ
ェ
ン
コ
は
迫
害
を
受
け
て
オ
レ
ン
ブ
ル
グ
地
方
に
流
刑
の
身
さ
な
っ
た
。
圏
罷
の
創
立
委
員
及
ぴ
褻
起
人
で
と

刑
に
遭
ひ
、
殊
に
シ

あ
る
ク
リ
ー
シ
や
コ
ス
ト
マ
ロ
フ
は
ペ
テ
ル
プ
そ
グ
に
於
て
自
己
の
事
業
を
織
績
し
、
雑
誌
『
オ
ス

J
9

ワ
』
の
出
版
さ
へ
も
為
し
得
た

第
三
項

一
八
五
0
年
乃
至
七
0
年
代
。

マ
ー
ル
コ
・
ウ
ォ
ゥ
チ
ョ
ー
ク
（
マ
ー
リ
ヤ
•
マ
ル
コ
ウ
イ
チ
）
は
其
創
作
に
於
て
ウ
ク
ラ

1

ナ
の
農
奴
朕
態
を
鮮
明
に
描
い
た
。
ウ
ク

ラ
イ
ナ
に
於
け
る
農
奴
解
放
の
社
會
的
準
備
時
代
は
此
女
性
の
作
に
現
は
れ
て
ゐ
る
。
ッ
ル
ゲ
ネ
フ
は
此
女
流
作
家
に
痛
く
感
動
し
、

•
ス
ト
ゥ
に
比
す
べ
き
も
の
こ
云
つ
て
ゐ
る
。
其
後
｀
？
チ
ュ
ー
ィ
・
レ
ウ
ィ
ッ
キ
ィ
及
び
パ

彼
女
の
作
は
其
感
動
力
に
於
て
ビ
ー
チ
ェ
ル

ナ
ス
・
ミ
ー
ル
ヌ

1

の
作
が
現
は
れ
た
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
蓮
動
の
政
論
的
及
び
學
術
的
方
面
は
従
前
の
如
く
雑
誌
『
オ
ス
ー
ー
ワ
」
を
衰
行
し
た
コ
ス
ト
マ
ロ
フ
及
ぴ
ク
リ
ー
シ

に
依
つ
て
欝
展
を
見
た
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
過
去
に
就
て
の
批
判
的
研
究
は
ク
リ
ー
シ
の
事
業
中
の
顕
著
な
る
も
の
で
あ
る
。
ポ
ー
ラ
ン

ド
に
於
け
る
自
己
の
活
動
時
代
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
學
者
の
影
響
の
下
に
在
つ
た
彼
は
、
多
く
の
文
献
を
比
較
研
究
し
、

コ
サ
ヴ
ク
の
兇
猛

喜
に
残
忍
を
描
寓
し
、
自
著
に
於
て
コ
サ
ッ
ク
圏
及
び
コ
サ
ッ
ク
首
領
を
理
想
化
す
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
學
者
や
評
論
家
の
催
統
的
潤
飾

『
キ
リ
ル
ロ
・
メ
フ
ォ
ヂ
エ
フ
ス
コ
ェ
圃
罷
』
の
悲
憾
な
最
後
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
組
織
化
の
進
行
を
停
止
せ
し
め
な
か
っ
た
。

ー
ダ
』
畜
す
る
園
慨
が
創
立
さ
れ
た
。
最
初
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
『
グ
ロ
マ
ー
ダ
』
は
嬰
化
的
任
務
を
有
す

年
代
の
初
期
に
『
グ
ロ
マ

る
學
生
眉
戸
）
し
て
キ
エ
フ
に
於
て
組
織
さ
れ
、
次
に
他
の
大
學
存
在
都
市
に
組
織
さ
れ
た
°
農
奴
の
解
放
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
知
識
階
級

第
一1一
章
ウ
ク
ラ
イ
ナ

圃
骰
は
永
績
し
な
か
っ
た
。

『
グ
ロ
マ
ー
ダ
』
の
活
動
。

ふ
ー8
-
^

―
―

f
.
―
―
―
霙
L
-
l
量

一
八
六
〇

ラ
イ
ナ
愛
國
主
義
者
た
る
ク
リ
ー
、
ン
は
先
づ
ロ
シ
ャ
官
吏
さ
し
て
ホ
ー
ル
ム
問
題
に
開
す
る
反
波
蘭
ロ
シ
ャ
化
蓮
動
に
其
主
義
を
結
合

露
西
亜
諸
民
族
の
研
究
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-
―
―
―
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ー

第
―-
1章
ウ
グ
ラ
イ
チ

ロ
シ
ャ
に
於
け
る
デ
モ
ク
ラ
シ

の
活
動
家
が
追
放
さ
れ
た
。

チ
ュ
ビ
ン
ス
キ
1
、

工
フ
イ
ナ
ン
コ
等

止
し
た
。

疑
惑
の
眼
を
向
け
ら
れ
、

マ
ー
ダ
』
は
他
の
『
グ
ロ
マ
ー
ダ
』y
t
よ
く
連
絡
を
取
る
に
努
め
た
。
之
等
地
方
グ
ロ
マ
ー
ダ
會
員
は
其
在
住
地
に
於
て
知
識
階
級
を

'
S

見
出
す
時
に
は
之
を
糾
合
し
て
新
グ
ロ
マ
ー
ダ
を
創
設
し
た
。
此
組
織
化
観
念
は
他
の
大
學
都
市
に
も
波
及
し
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
以
外
の
‘

大
學
都
市
に
さ
へ
も
偲
は
っ
た
。
普
及
さ
、
内
部
連
絡
の
比
較
的
強
固
な
る
さ
、
相
互
開
係
の
制
定

y
こ
に
よ
り
、
グ
ロ
マ
ー
ダ
は
侮
る

は
其
の
主
要
な
も
の
こ
つ
で
、
該
支
部
は
ド
ラ
ゴ
マ
ノ
フ
を
首
領
＜rし
、
で
キ
ェ
フ
ス
タ
ラ
ヤ
・
グ
ロ
マ
ー
ダ
」
の
全
會
員
を
網
羅
，

っ
た
。
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
篤
は
政
府
側
か
ら
盆
々

ロ
シ
ャ
國
家
の
一
般
的
改
造
計
蜜
の
範
園
内
に
於
て
登
展
し
つ
：
あ

一
八
六
一
1一
年
内
務
大
臣
ワ
ル
ー
エ
フ
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
語
の
通
俗
的
、
學
備
的
及
ぴ
教
科
的
書
籍
の
出
版
を
禁

．
あ
り
、
又
現
在
も
無
い
の
で
あ
る
、
且
つ
存
在
す
る
こ
さ
も
出
来

『
特
別
な
ウ
ク
ラ
イ
ナ
語
は
未
だ
曾
て
無
か
っ
た
も
の
て

ぬ
』
さ
い
ふ
の
が
其
理
由
で
あ
っ
た
。
ま
た
同
年
の
宗
教
會
議
は
一
揺
昔
書
の
繹
本
の
み
な
ら
ず
、
宗
教
に
開
す
る
一
切
の
書
籍
を
ウ
ク

ラ
1
ナ
語
で
印
刷
す
る
こ
さ
を
禁
止
し
た
。
而
し
て
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
は
コ
ニ
ス
ス
キ

1
、

ロ
シ
ャ
政
櫂
者
を
し
て
此
の
如
き
態
度
を
取
ら
し
め
た
も
の
は
次
の
二
つ
の
事
情
で
あ
る
。
郎
ち
、

ク
ラ
イ
ナ
ミ
ロ
シ
ヤ
さ
の
蒟
立
は
猶
能
く
調
和
さ
れ
て
ゐ
た
が
｀
嘗
時
に
至
つ
て
は
既
に
ガ

ー
の
問
題
が
練
理
論
で
あ
っ
た
間
は
、
ウ

ク
ラ
シ
ー
及
び
自
治
の
主
張
が
寅
生
活
に
現
は
れ
始
め
、
●

リ
シ
ヤ
に
於
け
る
ル
テ
ー
ー
ヤ
ー
ー
ポ
ー
ラ
ン
ド
闊
係
の
例
に
徽
し
て
、
デ
モ

ク
ラ
イ
ナ
蓮
動
の
賓
際
さ
其
登
逹
は
一
般
に
ロ
シ
ヤ
：
・

0

・
ガ
リ
シ
ャ
に
於
け
る
ウ

朕
況
の
如
何
に
慶
ず
べ
き
か
は
察
し
得
る
の
で
あ
っ
た

つ
こ
°
之
れ
が
事
情
の
一
っ
で
あ
．
る
°
次
に
→
〗
ウ
ク
ラ
イ
ナ
敦
化
事
業
は
、
ウ
ク
ラ
ー

，
の
理
論
さ
相
反
す
る
こ
さ
顕
著
な
る
も
の
が
あ

t

ャ
語
で
あ
る
ミ
芍
へ
た
。
彼
等
の
政
治
蓮
動
は
反
ロ
シ
ャ
的
の
も
の
で
な
く

見
倣
し
噌
學
術
的
用
語
並
ぴ
に
文
化
向
上
の
要
具
は
ロ
シ

動
者
は
緯
て
自
己
を
先
づ
ロ
シ
ャ
知
識
階
級

'
J
)
考
へ
噌

4ハ
一l
1

ロ
シ
ヤ
に
於
け
る
ウ
グ
ラ
イ
デ
愛
國
主
義
的
蓮
動
は
一
般
ロ
シ
ャ
知
識
階
級
中
に
於
け
る
思
想
の
登
現
で
あ
っ
て
清

ウ
ク
ラ
4
ナ
語
に
欝
し
て
す
ら
も
輩
に
之
れ
を
家
庭
用
語
に
有
利
な
民
族
語

y
)

ウ
ク
ラ
イ
ナ
蓮

第
四
項

ロ
シ
ヤ
に
於
け
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
運
動
の
迫
害

『
-
]
-
―
一
~
一

[
l
-―
―
―
-
‘
「
§
哀
悶
―

ご
―
―
-
=
-
=
-
=
-

椅
にu
-

―1
-―
-
]
]
-
―
ー
・
」
＿
＿
詈

し
た
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
思
想
は
グ
ロ
マ
ー
ダ
以
外
に
、
一
八
七
0
年
代
初
期
に
他
の
組
織
的
中
心
を
作
っ
た
。
『
ロ
シ
ャ
地
理
學
會
南
西
支
部
』

に
も
反
映
し
、
該
グ
ロ
マ
ー
ダ
は
漸
次
明
白
な
祗
會
的
並
ぴ
に
政
治
的
急
進
主
義
の
性
質
を
帯
ぴ
て
来
た
。

コ
崇
拝
者
＜
）
合
流
し
た
學
生
の
友
誼
的
圃
憫
だ
っ
た
が
、
其
後
に
於
け
る
ロ
シ
ャ
祉
會
思
想
の
嶺
逹
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
『
グ
ロ
マ
ー
ダ
』

敷
の
増
加
に
伴
ひ
グ
ロ
マ
ー
ダ
の
思
想
的
内
容
は
深
さ
に
於
て
も
深
ま
つ
て
行
っ
た
、
郎
ち
『
グ
ロ
マ
ー
ダ
』
は
以
前
は
ビ
フ
チ
ェ
ン
．

さ
れ
た
の
で
あ
る
。

可
か
ら
ざ
る
祉
會
的
勢
力
さ
な
っ
た
。
要
す
る
に
南
部
ロ
シ
ャ
知
識
階
級
の
最
優
良
分
子
は
全
部
之
等
『
グ
ロ
マ
ー
ダ
』
の
中
に
糾
合

工
フ
「
グ
ロ
マ
ー
ダ
』
さ
並
ん
で
オ
デ
ッ
サ
『
グ
ロ
マ
ー
ダ
」
及
ぴ
ハ
リ
コ
フ
「
グ
ロ
マ
ー
ダ
』
等
々
が
組
織
さ
れ
た
。

一
の
『
グ
ロ

計
っ
た
。
同
時
に
青
年
圃
骰
さ
並
ぴ
之
れ
こ
異
な
っ
た
『
ス
タ
ー
ラ
・
グ
ロ
マ
ー
ダ
』

y
示
稲
す
る
牡
年
者
圏
罷
も
組
織
さ
れ
た
。
又
キ

た
。
『
グ
ロ
マ
ー
ダ
』
圃
瞬
貰
は
大
學
卒
業
後
も
相
互
に
連
絡
を
失
は
ず
，
且
つ
自
己
の
圃
罷
へ
新
會
員
を
入
會
せ
し
め
て
其
盛
大
な
‘

を
し
て
新
祉
會
問
題
を
研
究
せ
し
め
、
民
族
の
教
化
並
ぴ
に
物
質
的
生
活
朕
態
の
向
上
に
蜀
し
力
強
い
活
動
の
必
要
を
自
覺
せ
し
め

露
西
亜
賭
民
族
の
研
究
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ら

巧
ク

ウ
ク
『
ラ
メ
＇
デ
學
に
於
て
何
人
も
拮
抗
し
得
ざ
る
櫂
威
こ
な
っ
た
。

『
日
常
用
語
の
た
め
の
補
助
語
』
な

て
は
斯
乎
ご
し

六
五 ク

ラ

1

ナ
語
研
究
の
範
を
自

言
語
y
rし
て
は
ロ
シ
ャ
語
に
限
る
さ
考
へ
た
が
訂
後
に
至
っ
て
此
説
を
放
棄
し
＂ウ
ク
ラ
イ
ナ
文
化
の
各
方
面
に
於
け
る
完
全
な
喪
逹

な
く
し
て
は
不
可
能
で
あ
る

f
fふ
饂
信
し
て
ゐ
た
。
最
初
彼
は
？ウ
ク
ラ

1

，
ア
語
は
日
常
用
語
の
た
め
の

文
化
事
業
の

ウ
グ
ラ

々
義
者
で
あ
る
彼
は
\

ウ
ク
ラ

1

ナ
に
於
け
る
民
族
事
業
は
自
國
の
ウ
ク
ラ
メ
！
ア
語

し
て
ゐ

す
る
批
判
並
び
に
聯
邦
主
義
の
原
理
に
基
づ
く
ロ
シ

改
造
の

っ
た
。

ロ
シ
ャ
政
黛
ミ
際
立
っ
て
色
彩
を
異
に

・
シ
ャ
人
に
意
識
せ
し
め

た
最
初
の
人
々
の
中
の

あ
っ
た
。

る
功
績
は
ロ
シ
ャ
の
中
央
集
梱
主
義
に
賢

盆
國
家
の

個
人
の
糖
利
を
擦
張
す
る
こ
ご
）
に
就
て
瓶
論
し
た
。
ド
ラ
ゴ
マ
J

フ
は
欺
羅
巴
立
憲
主
義
の
原
理
を
ロ

か
っ
た
が
B

個
人
の
自
由
に
闘
す
る
問
題
は
之
れ
を
第
一
に
絶
叫
し
切
個
人
y
，
云
國
家
ミ
の
開
係
の

2

シ
ャ
の
政
治
的
思
想
の
地
盤
に
在
つ
て
は
ド
ラ
ゴ
マ
｝
フ
は
比
較
的
毯
健
な
態
度
を
持
し
り
一
般
の
祗
會
問
題
に
嵩
し
て
は
注
意

後
ゾ
フ
(
4
ャ
に
於
て
活
動
し
、
以
て
ロ
シ
ャ
及
び
ウ
グ
ラ
イ
ナ
の
屈
會
思
想
に

へ
た
。

罷
免
を
受
け
た
る
に
依
つ
て
塞
が
れ
た
。

ド
ラ
ゴ
マ

J
7

は
亡
命
生
活
に

工
_;; 
-1' 

9ゞ

に

シ

を
フ

4
ナ
知
識
階
級
に

る
人
間
で
あ
っ
た
。
彼
の
學
界
に
於
け
る
進
路
は
濤
其
反
政
府
的
出
版
物
の
腐
に
危
陰
人
物
さ

ド
ラ
ゴ
マ
ノ
フ
は
コ
サ
＂
夕
の
小
地
主
の
家
に
生
れ
勺
n
シ

ウ
ク
ラ

1

ナ
雨
民
族
の

る
足
跡
を
印
し
た
百

少
な
い
。

ラ
4

テ
ー
ロ
シ
ャ
問
題
に
心
血
を
注
ぎ
た
る
を
以
て
池
祗
め
て
深
い

な
る
に.. 

ウ
ク
ラ
，
1

ア
の
亡
命
者
中
最
大
の
蓮
動
者
は
ミ
ハ
イ
ル
⑱
ド
ラ
ゴ
マ
ノ
フ
で
あ
っ
た
。
彼
の
胤
會
運
動
は
全
般
に
亘
門

彼
を
知
る
ロ
シ

ウ
タ

ウ
ク
ラ
イ
ナ
以
外
の
地
に
轄
じf

て
ガ
リ
fジ
ャ
に
新
地
盤
を
開
拓
す
る
に
至
っ

る
に
非

五
項

ウ
ク
ラ

1

ナ
人
の

ミ
ハ
ー
ル
・
ド
ラ
ゴ
マ
ノ
『
フ

半
世
紀
間
は
殆
ん
さ
暗
累
時
代
ミ
な
っ
た
。

し
得
ざ
る
こ
[
f
}こ
な
っ

た
。
ウ
ク
ラ
・
4

挽
回
す
べ
か
ら
ざ
る
難
境

地
に
あ
ら
ざ
れ
ば
上
演

出
版
（
歴
史
並
び
に
文
學
出
版
物
以
外
y

小
戸
シ
ャ
語
を
使
用
す
る
演
劇

譜
義
歌
唱
が
禁
止
さ
れ
憎
此
簗
止
は
殆
さ
五
十
年
間
継
綾
し
た
。
只
"

簗
止
の
み
は
一
八
八
一

二
年
後
再
び
キ
エ
プ
饗
督
府
管
下
諸
縣
の
た
め
に
寅
施
さ
れ
>
ウ
ク
ラ
イ
ナ
演
劇
は
ウ
ク
ラ
イ

て
ロ
シ
ャ
に
於
け
る
ウ
ク
ラ
?
？
ァ
蓮
動
は
致
命
的
打
撃
を
受
け
切

法
令
に
依
つ
て
ウ
ク
ラ
イ
ナ
蓬
動
の
寅
行
は
ロ
シ
ャ
に
於
て
不
可
能
ご
な
っ
た
が
\

一
旦
解
除
さ
れ
た

ロ
ジ
ャ
ヘ
の
書
籍
冊
子
の

ロ
シ
ヤ
に
於
け

此
事
は
政
府
の
疑
惑
を
招
，
き
遂
に
断
乎
た
る
手
段
の
っ
た
。

一
八
七
六
年
五
月
十
八
日
附
の
告
示
に
依
つ
て
外
國
か
ら
小

―
つ
で
あ
っ
た
。

蓮
動
に
轄
ず
る
揚
合
に
於
て
は
、
其
蓮
動
は
必
ず
や
鮮
明
な
大
衆
的
乃

民
族
的
デ
モ
タ
ラ
シ
！
さ
な
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
之
れ
が

噌

""
2" 

B
2ち

ウ
ク
ラ

1

ナ
晨
民
に
鉗
し
て
行
は
れ
ね
ば
な
ら
汽
従
つ
て
\

ウ
ク
ラ
イ
ナ
愛
國
主
義
が
ウ
タ
ラ
イ
ナ

六
四



あ
る
。

六
七

一
八
四
0
年
代
以
前
に
於
て
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
蓮
動
は

る
手
段
で
あ
る
こ
ミ
を
確
信
し
．
先
づ
ロ
シ
ャ
書
籍
の
普
及
並
ぴ
に
ロ
シ
ャ
闘
書
館
の
設
立
を
計
り
以
て
時
弊
の
矯
正
に
努
め
た
。
『
モ

ス
ク
ワ
の
ス
ラ
ヴ
心
酔
者

fヽ

函
雖
も
余
の
如
き
『
ウ
ク
ラ
イ
ナ
蹴
一
主
義
者
』
程
に
「
モ
ス
ク
ワ
』
（
ロ
シ
ャ
）
の
書
籍
を
オ
ー
ス
ト
リ

斯
く
の
如
き
精
稗
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
鵬
す
る
彼
の
政
治
的
要
求
に
於
て
も
一
貰
し
て
ゐ
た
。
彼
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
文
化
的
民
族
自
決

の
逹
成
を
極
力
主
張
し
な
が
ら
．
行
政
的
民
族
領
域
の
罷
分
を
必
要

y
ふ
せ
ず
、
モ
ス
ク
ワ
統
治
の
中
央
集
櫂
主
義
を
破
壊
し
、

ロ
シ
ヤ

を
各
州
自
治
制
に
改
造
す
る
こ
さ
が
第
一
に
着
手
す
べ
き
こ
＜
名
で
あ
り
、
従
つ
て
ウ
ク
ラ
イ
ナ
も
敷
個
の
自
治
州
に
更
改
さ
れ
る
べ
き

1
領
域
的
民
族
自
治
州
さ
し
て
ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
獨
立
せ
し
め
る
こ

y
る
必
要

(
f工
9
る

ウ
ク
ラ
イ
ナ
民
族
主
義
の
青
年
園f
f
:も
離
れ
た
。
従
つ
て
亡
命
生
活
の
最
後
期
に
於
て
彼
は
精
紳
上
極
め
て
苦
痛
の
多
い
不
安
な
生
活

さ
試
練
さ
を
受
け
た
。
第
一
、
彼
に
蜀
す
る
批
判
は
慨
々
で
あ
っ
た
が
、

ロ
シ
ャ
左
翼
派
は
彼
を
民
族
主
義
者
さ
し
て
非
難
し
、

ロ
シ

ャ
官
憲
は
繁
以
て
『
分
離
主
義
者
』

f
f
)
な
す
の
外
な
し
さ
云
ひ
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
祇
は
彼
を
モ
ス
ク
ワ
派
遣
員
（
ガ
リ
シ
ャ
に
於
け
る
）

に
あ
ら
ず
し
て
何
ぞ
や
さ
苛
察
し
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
土
着
人
は
親
露
主
義
者
さ
し
て
彼
を
罪
し
た
。

艇
に
ク
リ
ー
シ
の
活
動
に
於
て
見
る
如
く
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
民
族
蓮
動
は
國
境
を
越
え
た
°
ガ
リ
シ
ャ
の
ル
テ
ニ
ア
人
さ
ロ
シ
ャ
の
ウ

ク
ラ
イ
ナ
心
酔
者
さ
は
接
近
し
て
一
の
河
床
に
合
流
す
べ
き
趨
勢
を
現
は
し
た
。

ガ
リ
シ
ヤ
に
全
然
な
か
っ
た
。
讐
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
語
或
は
ル
テ
ニ
ア
語
は
公
然
波
蘭
の
方
言

y
日
見
倣
さ
れ
、
政
府
任
命
の
學
制
改
革

ク
ラ
イ
ナ
語
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
の
慶
形

警
笞
は
一
八
一
六
年
ウ
ク
ラ
イ
ナ
語
を
教
授
す
べ
き
や
否
や
の
問
題
を
協
議
し
た
結
果
、
ウ

で
あ
り
、
教
育
あ
る
人
物
を
養
成
す
べ
き
學
校
に
於
て
採
用
す
べ
き
に
あ
ら
ず
弓
決
議
し
た
。
ガ
リ
シ
ャ
に
於
け
る
書
籍
が
民
族
語
で

な
く
、
民
族
語
巌
會
用
ス
ラ
ヴ
語
さ
を
混
合
し
て
印
刷
さ
れ
た
事
も
ウ
ク
ラ
イ
ナ
語
を
塵
物
た
ら
し
め
た
一
原
因
で
あ
っ
た
が
、
其

時
、
ロ
シ
ヤ
に
於
て
は
コ
ト
リ
ヤ
ど
フ
ス
キ

1
著
r
ェ
ネ
イ
ダ
」
が
普
及
さ
れ
、
多
く
の
作
家
は
現
用
民
族
語
を
使
用
し
て
ゐ
た
の
で

漸
く
一
八
四0年
代
に
ガ
リ
シ
ヤ
に
於
け
る
蓮
動
が
相
嘗
に
褻
展
し
、
ル
テ
ニ
ア
人
中
シ
ヤ
シ
ケ
ー
ウ
イ
チ
の
如
き
は
民
族
復
活
蓮

ク
ラ
イ
ナ
愛
國
主
義
の
保
持
者

動
の
第
一
人
者
y
rし
て
、
ガ
リ
シ
ャ
に
於
て
目
醒
ま
し
い
役
割
を
演
じ
た
。
シ
ヤ
シ
ケ
ー
ウ
イ
チ
は
ゥ

ー
ウ
イ
チ
は
敷
人
の
同
志f

_
r
)
共
に
文

が
農
民
で
あ
る
こ
さ
を
認
め
、
農
民
を
相
手
さ
し
て
行
動
を
開
始
し
た
。
一
八
一
二
四
年
シ
ヤ
シ
ケ

學
叢
書
『
ゾ
ー
リ
ヤ
」
を
編
輯
し
た
。
此
叢
書
は
検
閲
官
か
ら
修
正
ヤ
加
へ
ら
れ
て
登
行
さ
る
こ
に
至
っ
た
。

第
三
章

ゥ
ク
ラ
ィ
ナ

第
六
項

ガ
リ
シ
ャ
に
於
け
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
蓮
動

一
八
三
七
年
登
行
の
シ

さ
離
れ
た
ド
ラ
ゴ
マ
J

フ
は
．
他
方
に
於
て
は
、

之
れ
が
た
め
、
中
央
集
構
主
義
の
臭
味
を
帯
ぴ
、ロ
シ
ヤ
に
於
け
る
地
方
の
生
活
問
題
に
蜀
し
て
冷
淡
で
あ
る
純
ロ
シ
ャ
政
治
家
流

で
あ
る
I
f
)考
へ
た
。

ャ
に
於
て
普
及
せ
し
め
な
か
っ
た
こ
<
:
を
余
は
断
言
す
る
に
憚
ら
な
い
』
さ
彼
は
自
己
に
就
て
述
べ
て
ゐ
る
。

守
的
傾
向
に
注
意
を
向
け
、
其
結
果
こ
し
て
、

る
た
め
に
最
も
良
好
な

ロ
シ
ャ
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
が
ガ
リ
ツ
ィ
ャ
を
ウ
ク
ラ
イ
ナ
化
す

ぬ
＜
品
考
へ
、
祉
會
事
業
の
行
動
並
ぴ
に
其
細
目
の
上
に
此
理
想
を
反
映
せ
し
め
た
。
彼
が
ガ
リ
ツ
ィ
ャ
に
於
て
活
動
す
る
や
、
先
づ
保

的
排
外
者
流
に
為
さ
な
か
っ
た
。
彼
は
、ウク
ラ
イ
ナ
蓮
動
は
民
族
的
主
我
論
で
な
く
噌
全
人
類
的
理
想
を
以
て
指
導
さ
れ
ね
ば
な
ら

併
し
1

自
國
語
に
蜀
す
る
愛
著
も
．
獨
立
的
ウ
ク
ラ
イ
ナ
文
學
の
創
造
に
蜀
す
る
信
念
も
、
決
し
て
彼
を
狭
蛮
な
偏
見
者
或
は
民
族

露
西
亜
賭
民
族
の
研
究
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第
三
章

ガ
リ
シ
ャ
に

至
っ

ロ
如
迄
菩
蓬
勁
が

て
ウ
ク
ラ
イ
ナ
蓮
動
者
の
敷
も
増
加
し
＂

タ
ロ
ピ
フ
ニ
ッ
キ
ー

b

！
リ
ャ
』
は
盆
々
裏
展
し
罰

ャ
語
を
使
用
す
ベ

ウ
グ
ラ
イ
ャ
＇

に
恰
忍
此
時
ガ
リ
シ
ャ
の
ウ
グ
ラ
ノ
＇

-}

0 
ふ
i

六
九

在
ジ
ぎ
巧
バ
の
ド
ラ
ゴ
マ
ー
ら
フ
に
指
導
さ
れ
る
『
プ
ラ
ウ
ダ
』
も
大
な
る
政
治
的
影
響
を
奥
ふ
る
に

→
『
O

ふ
ぃ

チ
ウ
ィ
）
ル
ド
チ
ェ
ン
コ
（
パ
・
ナ
ス
・
ミ
！
ル
ス

ロ
シ
ャ
に
於
て
墾
迫
を
受
け
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
運
動
者
か
ら
大
な
る

モ
ス
ク

ご
論
じ
た
。
次
で
、
ヴ
・
ド
ゼ
ド
ジ
：
ャ
イ
は
『
小
ロ
シ

ロ
シ
ャ
語
を
修
得
す
る
文

人
は
同
一
民
族
で
あ
い
沼
ウ
グ
ラ
，
4

ロ
シ
ャ
人
間
に
は
何
等
の
差
違
な
く
下
全
『
ル
ー
シ
』

る
ロ
シ

ロ
シ
ヤ

ャ
軍
隊
の
威
容h

J

ロ
シ
ャ
蓮
動
者
（
ミ
ハ
A

ん
ル
・
ポ
ゴ
デ
1

ン

の

之
等
は
欝
モ
ス
ク
ワ

｀つ

な
ら
ず
東
方
洵
g
J
J
ち
沿

ロ
シ
ャ
に
向
つ
て
注
が
れ
た
。
ロ
シ

ハ
ン
ガ
リ
ヤ

失
敗
に

ガ
リ
シ

以
前
か
ら
彼
等
の

な
か
つ

作
『
ル
サ
ー
J
Vカ
：
ド
ニ
ス
ト
ロ
ヮ
ャ
』
は
『
エ
ネ
1

ダ
』
さ
詞
一
の
意
義
を
有
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
復
活
事
業
は
オ
ー
ス
ト
リ
ヤ
に
於
け
る
政
治
的
事
件
の
漿
生
に
依
つ
て
支
援
を
受
け
た
。
即
ち
、
被
蘭
に
醤
す
る
闘
季

の
た
め
『
ガ
リ
シ
ャ
』
に
於
て
支
援
を
求
め
つ
こ
の
つ
た
オ
ーt^
む
r
リ
ャ
政
府
の
嶺
起
に
依
り
『
ゴ
ロ
ウ
ナ
こ
フ
ー
ダ
e

ル
i

ス
カ
』

ウ
ク
ラ

1

ナ
蓮
動
の
中
心
た
ら
し
め
た
Q

を
失
っ
た
汐
テ
一
一
ャ
枇
會
蓮
動
者
は
微
カ
ミ
な
り
、 オ

ー
；
ぐ
：
リ
ャ
政
府
の
意
圏
ミ
し
て
は
此
集
會
は
反
披
蘭
闘
季
の
武
器
さ
し
て

科
用
せ
ら
る
べ
ぎ
も
の
で
あ
っ
た
。
此
集
會
は
主
ミ
し
て
ル
テ
ニ
ア
語
の
平
等
を
計
り
函
『
ウ
ー
ゴ
ル
ス
カ
ヤ
；
ル
i
f

ン
』
を
含
む
東
ガ

リ
シ
ャ
の
分
立
に
努
力
し
た
。
嘗
時
オ
ー
一
〈
＇
？
リ
ャ
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
の
獨
立
蓮
動
を
恐
れ
て
ゐ

行
し
，
同
地
に
ウ
ク
ラ
i
'
ナ
公
會
堂
を
設
立
し
て
之
れ
に
圏
書
館
＂
印
刷
所
＞
樽
物
館
勺
劇
場
等
を
附
麗
せ
し
め
＞
以
て
同
地
を
し
て

リ
ウ
オ
フ
大
畢
に
於
て
は
ウ
ク
―
ぞ4
ナ
語
の
敦
育
が
開
始
さ
れ
沿
出
版
界
は
活
氣
を
呈

し
河
ウ
ク
ラ
イ
ナ
作
家
が
簑
出'
y

新
聞
が
漿
行
さ
れ
た
。
然
る
に
其
後
結
は
れ
た
ポ
｀
今
ー
ラ
ン
ド
ー

1
＇
ー
’
_
オ
ー
ス
}
9

ャ
の
協
定
は
根
本

此
俯
況
を
簑
じ
て
冷
オ
ー
ス
ト
リ
ャ
政
府
は
ウ
ク
ラ
＂
上
ナ
人
の
保
護
を
中
止
し
％

此
の
東
ガ
リ
シ
ャ
分
立
の

一
八
五
一
年
集
會
を
解
散
し
た
。
政
府
の
保
護

オ
ー

t
^｝
リ
ヤ
議
會
に
於
て
最
も
多
数
を
有
す
る
ル
テ
ニ
ア
露
す
ら
も
攻
治
的
闘

る
こ
ご
な
く
も
政
府
に
勢
し
て
の
請
甑
に
依
り
自
己
の
目
的
を
逹
す
る
方
針
を
取
っ
た
の
で
＞
何
等
見
る
べ
ぎ
役
割
を
演
じ

は
莉
涎
動
が
芽
生
え

た
め
ガ
リ
シ
ャ
を
遁
過
し
た
ロ
シ

た
。
此
政
治
運
動
が
公
然
超
っ
た
の
は
一
八
六
六
年
で
あ
っ
て

0

同
年
ウ
ク
ラ
イ
ナ
競
誌
『
ス
ロ
ー
ウ
オ
』
は
ル
テ
ニ

法
』
こ
題
す
る
小
冊
子
を
著
は
し
た
。
斯
く
し
て
反
ポ
！
ラ
ン
ゞ
＼
反
オ

i

ス
ト
リ
円
反
ウ
ク
ラ
メ
ょ
ナ
化
を
方
健
f
ぷ
す
る

ガ
リ
シ
ャ
は
ウ
＂
グ
ラ
r
4
ナ
附
部
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
思
想
の
た
め
の
中
心
ご
な
り
随

リ
ウ
方
フ
に
於
て
は
レ
ウ
，4
ツ
キ
公
1

ス
タ
リ
ー
ツ
キ

1

等
が
自
己
の
意
見
を
嶺
表
し
，

な
り
，
漸
く

一
階
級
は
彼
等
f
)
共
同
し
て

ウ
ク
ラ

8
4
ナ
蓮
動
は
外
國
か
ら
新
し
い
力
を
得
て
地
方
の
新
問
題
に
虞
す
る
こ
f
f
}こ
な
っ
た
。

一
八
四
八
年
か
ら
ガ
リ
シ
ャ
に
『
ナ
ビ
ド
ニ
キ
』
脈
が
績
頭
し
た
。
併
し
泣
此
祇
は
理
義
阻
晰
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
も

b

確
固
た
る
楼
観

企
闘
は
其
事
情
を
考
慮
し
て
起
さ
れ
た
忍
の
で
あ
っ
た
。
尚
、

ー
リ
ヤ
・
ガ
リ
ツ
カ
ヤ
』
を
リ
ウ
オ
フ
に
於
て
登

（
コ
サ
：
ク
入
集
會
）
が
一
八
四
八
年
創
設
さ
れ
た
。

ヤ
シ
グ

~
d

ウ
4

六
八



立
し
，

こ
。t
 

や
う
に
な
っ
た
。

長
く
留
ま
ら
な
か
っ
た
。

を
刊
行
し
た
。

第
七
項

ロ
シ
ヤ
に
於
け
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
蓮
動
の
復
活
゜

七

も
具
備
し
た
も
の
で
な
く
、
其
政
治
的
活
動
は
議
員
の
選
出
に
限
ら
れ
て
ゐ
た
が
、
ド
ラ
ゴ
マ

l

フ
的
祉
會
思
想
の
直
接
的
影
響
を
受

．
け
る
に
至
っ
て
、
此
無
定
形
の
薫
派
か
ら
初
め
て
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
ラ
ヂ
カ
と
黛
が
一
八
七
八
年
に
組
織
さ
れ
．
社
會
主
義
的
土
地
利
用

議
會
に
於
て
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
選
出
議
員
の
一
部
が
波
蘭
人

f
rぷ
の
協
調
或
は
波
蘭
ー
ー
ウ
ク
ラ
イ
ナ
雨
善
策
を
行
ひ
た
る
を
以
て
ウ
ク

ラ
イ
ナ
人
間
に
政
見
の
相
違
が
生
じ
た
。
パ
ル
ウ
ィ
ン
ス
ギ
イ
を
薫
首
，
さ
す
る
ガ
リ
ツ
ィ
ャ
「
ナ
ロ
ド
ー
ー
キ
』
派
議
員
は
多
く
の
文
化

的
罷
滸
的
譲
歩
並
ぴ
に
反
モ
ス
ク
ワ
派
選
畢
の
應
援
を
交
換
條
件
さ
し
て
社
會
急
進
主
義
の
拒
否
、
波
蘭
人
保
守
的
政
策
の
支
持
、
ォ

ー
ス
ト
リ
ャ
及
ぴ
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
蜀
す
る
ル
テ
ニ
ア
人
の
誠
忠
を
波
蘭
＜
ふ
印
し
た
。
此
協
定
は
ガ
リ
シ
ヤ
に
於
け
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
祉
會

の
綽
て
の
流
派
に
極
端
な
混
凱
さ
不
和f

fえ
を
醸
成
せ
し
め
、
ロ
ー
→
ン
ヂ
ウ
ク
を
首
領
さ
す
る
『
ナ
ロ
ド
ー
ー
キ
』
派
の
一
部
は
急
進
主

一
部
は
獨
モ
ス
ク
ワ
親
善
主
義
に
傾
き
、
蜀
モ
ス
ク
ワ
親
善
主
義
者
も
亦
た
二
祇
に
分
れ
、
急
進
派
も
急
進
民
主
々
義
の
ド
ラ

ゴ
マ
ノ
フ
派
さ
祉
會
主
義
さ
に
分
裂
し
た
。
グ
ル
シ
ェ
フ
ス
キ
イ
は
此
の
混
凱
時
代
に
於
て
一
定
の
計
畳
を
有
し
た
唯
一
の
人
で
，

は
一
八
九
四
年
キ
ェ
フ
か
ら
ガ
リ
シ
ャ
に
移
り
，
リ
ウ
ォ
フ
に
於
て
芽
生
え
た
シ
エ
フ
チ
ェ
ン
コ
圃
罷
に
先
づ
注
意
を
向
け
、
之
れ
を
全

ウ
ク
ラ
イ
ナ
蓮
動
の
精
稗
生
活
の
中
心
た
ら
し
め
た
。
次
で
、
彼
は
維
誌
『
リ
テ
ラ
ト
ゥ
ー
ル
ノ
・
ナ
ウ
コ
ー
ウ
ィ
・
ウ
イ
ス
ト
ニ
ク
」

一
八
九
七
年
レ
イ
フ
ス
ラ
ー
ト
に
於
け
る
選
學
の
際
ウ
ク
ラ
イ
ナ
蓮
動
者
の
分
裂
離
散
後
、
彼
は
口

1

マ
ン
チ
ウ
ク
派

並
ぴ
に
右
翼
急
進
派
に
依
つ
て
組
織
さ
れ
た
『
民
族
民
主
窯
』
に
於
て
積
極
的
行
動
に
出
た
が
、
其
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
民
族
的
プ
ロ
グ
ラ

ム
（
襖
匈
に
於
け
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
領
土
を
各
自
の
議
會
を
有
す
る
自
治
州
f
f
rし
て
分
立
せ
し
め
る
こ
さ
）
及
び
民
主
急
進
的
プ
ロ
グ
ラ

ム
（
普
通
選
畢
櫂
の
附
典
、
農
民
の
た
め
地
主
所
有
地
の
買
敗
）
で
あ
っ
た
｀
此
薫
は
多
敷
の
知
識
階
級
を
糾
合
し
、
農
民
階
級
中
に

地
盤
を
固
め
組
織
強
固
賓
力
に
充
ち
た
る
を
以
て
、
二
十
世
紀
の
初
葉
か
ら
開
始
さ
れ
た
東
ガ
リ
シ
ャ
問
題
に
開
す
る
波
蘭
人
ミ
ウ
ク

ラ

1
ナ
人
「fぷ
の
激
烈
な
る
闘
争
場
裡
に
於
て
波
蘭
民
族
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
強
敵

y
Lし
て
立
っ
た
。
併
し
グ
ル
シ
ェ
フ
ス
キ
ー
は
、
學
術

的
事
業
の
た
め
政
治
的
活
動
に
充
分
な
時
間
を
割
典
し
得
ず
．
又
地
方
的
ガ
リ
シ
ャ
事
件
に
深
入
り
す
る
を
好
ま
ざ
り
し
た
め
黛
派
に

一
九
〇
五
年
。

ロ
シ
ヤ
に
於
け
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
蓮
動
は
政
府
の
堅
迫
を
受
け
た
る
に
拘
ら
ず
、
只
一
時
屏
息
朕
態
に
在
っ
た
の
み
で
｀
賓
際
に
於
て

終
止
し
た
も
の
で
な
か
っ
た
。
以
前
の
グ
ロ
マ
ー
ダ
圃
の
幹
部
は
各
地
に
残
存
し
、
関
員
の
個
人
的
連
繋
は
維
持
さ
れ
て
ゐ
た
。

九
0
年
代
か
ら
ウ
ク
ラ
イ
ナ
語
に
賢
す
る
歴
迫
が
緩
和
さ
れ
た

A

め
、
ペ
テ
ル
プ
ル
グ
に
於
て
ウ
ク
ラ
イ
ナ
語
の
書
籍
の
登
行
を
見
る

之
れ
に
伴
っ
て
結
祉
的
事
業
も
活
氣
を
帯
ぴ
来
り
、
既
に
一
八
八
0
年
代
に
於
て
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
に
『
ウ
ク
ラ
イ
ナ
・
ソ
シ
ア
リ

ス
ト
・
フ
エ
デ
ラ
リ
ス
ト
』
が
組
織
さ
れ
た
。
該
圃
罷
は
ド
ラ
ゴ
マ
ノ
フ
派

f
f函
六
な
り
、
州
自
治
で
な
く
民
族
的
領
土
自
治
を
主
張
し

一
八
九
0
年
代
の
初
期
に
は
キ
エ
フ
に
於
て
『
タ
ラ
ソ
・
ク
ル
ジ
ヨ
ー
ク
」
が
組
織
さ
れ
た
。
こ
れ
は
文
化
敦
育
的
蓮
動
を
使
命

さ
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
一
八
九
七
年
に
は
紙
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
各
地
方
の
『
グ
ロ
マ
ー
ダ
』
を
結
合
し
た
『
グ
ロ
マ
ー
ダ
』
聯
盟
が
成

『
ラ
ー
ダ
』
（
議
會
）
さ
稲
す
る
キ
エ
フ
中
央
グ
ロ
マ
ー
ダ
は
各
地
方
『
グ
ロ
マ
ー
ダ
』
が
選
出
す
る
こ
こ
に
な
っ
た
。
一
九

第
三
章

ウ
ク
ラ
イ
ナ

義
に
．

を
プ
ロ
グ
ラ
ム
つ
こ
し
た
。

露
西
亜
諾
民
族
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研
究
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ー

ウ
ク
ラ
イ
ナ

等
に
於
て
の
そ
れ
よ
り
も
小
規
模
で
あ
っ
た
が
、

伴
つ
て
ウ
ク
ラ
イ
ナ
文
學
は
奮一
躍
ロ
シ
ャ
及
ぴ
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
次
い
で
ス
ラ
ヴ
文
學
中
の
第
三
位
を
占
む
る
に
至
り
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ

語
は
通
俗
語
並
び
に
文
學
語
の
範
園
を
脱
し
て
、
學
術
的
用
語
＜
ぶ
な
り
得
た
程
に
進
歩
し
た
。

之
れ
が
た
め
ロ
シ
ャ
國
家
主
義
祇
に
不
安
を
来
し
．

然
し
此
宣
戦
は
尚
ほ
政
治
的
行
偽
さ
し
て
賓
現
す
る
の
地
盤
を
持
つ
に
至
ら
な
か
っ
た
。
抑
々
ロ
シ
ヤ
に
於
け
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
蓮
動
は

特
別
の
事
情
の
た
め
ガ
リ
シ
ャ
蓮
動
さ
著
し
く
趣
を
異
に
し
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
ー
—
ロ
シ
ャ
問
題
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
ー
ー
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
葛

藤
さ
は
全
然
同
日
の
論
で
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
之
れ
に
闘
し
て
は
局
外
者
に
し
て
周
到
な
観
察
を
施
し
て
證
明
し
た
も
の
が
あ
る
。

其
所
説
は
左
の
如
く
で
あ
る
。

第
三
章

高
は
五
十
萬
部
以
上
に
逹
し
た
。

の
活
動
朕
態
を
観
察
す
る
に
｀
一
九
〇
七
年
出
版
物
の
種
類
百
以
上
に
逹
し
、
其
後
は
毎
年
二
百
乃
至
二
百
五
十
種
を
算
し
，
其
登
行

概
し
て
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
出
版
業
は
ロ
シ
ヤ
，
ポ
ー
ラ
ン
ド
、

シ
ニ
フ
チ
ェ
ン
コ
百
年
祭
畢
行
の
禁
止
）
。

七
＝

ユ
ダ
ヤ
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
生
活
は
全
ロ
シ
ャ
解
放
蓮
動
の
開
始
さ
共
に
俄
か
に
活
氣
を
呈
し
た
。

（
カ
デ
ー
ト
）
ご
提
携
し
て
議
員
四
名
を
選
出
し
た
。
之
等
議
員
の
褻
起
に
依
り
國
會
に
於
て
ウ
ク
ラ
イ
ナ
倶
業
部
（
ウ
ク
ラ
イ
ン
ス

キ
ィ
・
ク
ル
ー
プ
）
が
設
立
さ
れ
、
此
倶
業
部
に
は
更
に
約
四
十
名
の
議
員
（
エ
ム
・
コ
、
ワ
レ
フ
ス
キ
イ
、
シ
ュ
テ
イ
ン
ゲ
リ
男
爵
、
ス
ウ

エ
ー
チ
ン
等
）
が
入
會
し
た
。
第
二
國
會
に
於
て
は
『
ウ
ク
ラ
イ
ン
ス
カ
ヤ
・
グ
ロ
マ
ー
ダ
』
圃
が
組
織
さ
れ
た
。
此
圏
罷
は
最
初
努

員
は
四
十
七
名
を
算
し
、
特
に
青
年
が
多
か
つ
穏
地
方
に
於
て
は
之
れ
さ
共
に
『
プ
ロ
ス
ウ

4

ー
タ
』
こ
稲
す
る
圏
罷
及
ぴ
『
ク
ル
ー

プ
1

』
さ
稲
す
る
圃
儒
が
起
り
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
於
て
も
亦
ロ
シ
ヤ
に
於
て
も
極
め
て
速
か
に
其
圏
員
は
増
加
し
た
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人

シ
ェ
フ
チ
ェ
ン
コ
」
圃
儒
さ
同
様
の
學
術
研
究
圃
橙
を
キ
ェ
フ
に
置
い
た
。
此
圃
證
は
や
が
て
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人

は
ガ
リ
シ
ヤ
に
於
け
る
『

の
學
術
思
想
の
中
心
ミ
な
っ
た
。

其
後
保
守
的
蓮
動
の
勃
興
に
伴
つ
て
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
諸
蓮
動
は
政
府
側
の
黙
迫
を
受
け
た
（
『
プ
ロ
ス
ウ
イ
ー
タ
』
闊
個
の
解
散
、

然
し
ウ
ク
ラ
イ
ナ
民
族
蓮
動
は
此
時
断
に
抜
く
可
か
ら
ざ
る
基
礎
を
固
め
て
ゐ
た
。
出
版
界

エ
ス
ト
ニ
ヤ
、

ラ
ト
ゥ

f

ヤ

一
畢
に
し
て
ア
ル
メ
ニ
ヤ
、
リ
ト
ワ
、
グ
ル
ジ
ャ
を
凌
賀
明
る
に
至
っ
た
。
そ
れ
に

ス
ト
ル
ー
ウ
工
は
断
然
ウ
ク
ラ
イ
ナ
蓮
動
に
蜀
し
て
祉
會
闘
争
を
宣
戦
し
た
、

誓
に
入
窯
し
た
が
、
後
に
員
蓮
動
の
技
術
的
方
面
並
ぴ
に
主
義
上
の
考
慮
に
よ
り
努
働
窯
を
脱
薫
し
た
。
グ
ロ
マ
ー
ダ
所
麗
の
議

よ
っ
て
一
時
に
敷
多
の
雑
誌
が
登
行
さ
れ
た
°
國
會
の
選
畢
に
際
し
て
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
は
最
も
緊
張
し
た
活
動
を
な
し
、

立
憲
民
主
黛

一
九
〇
五
年
ウ
ク
ラ
イ
ナ
語
禁
止
の
解
除
に

黛
さ
結
合
し
た
。

治
で
あ
っ
た
°
革
命
窯
の
左
翼
派
は
ウ
ク
ラ
1
ナ
社
會
民
主
黛
を
作
っ
た
が
、
該
薫
は
間
も
な
く
自
治
園
罷
さ
し
て
ロ
シ
ャ
祉
會
民
主

が
虞
理
し
て
ゐ
た
。

o
0
年
ウ
ク
ラ
イ
ナ
最
初
の
政
黛
『
ウ
ク
ラ
イ
ン
ス
カ
ヤ
・
レ
オ
リ
ュ
ッ
イ
オ
ン
ナ
ャ
・
パ
ー
ル
チ
ャ
』
（
ウ
ク
ラ

1

ナ
革
命
黛
）
が
組

織
さ
れ
た
。
而
し
て
他
の
凡
て
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
政
薫
の
幹
部
は
凡
て
此
黛
の
出
身
者
で
あ
っ
た
°
此
黛
は
學
生
グ
ロ
マ
ー
ダ
の
青
年
等

に
よ
っ
て
創
立
さ
れ
た
。
此
薫
は
中
央
委
員
會
を
キ
エ
フ
に
置
い
て
ゐ
た
け
れ
さ
文
主
要
事
業
は
リ
ウ
オ
フ
に
於
け
る
在
外
委
員
會

一
九
0
四
年
の
末
に
露
は
分
裂
の
端
を
啓
き
、
穏
健
派
は
黛
を
脱
し
て
『
ト
ワ
ー
リ
ス
ツ
ウ
ォ
、

キ
フ
、
ポ
ス
ト
嘉
フ
ッ4
フ
』
を
作
り
亀
後
に
『
ソ
シ
ア
リ
ス
ト
・
フ
エ
デ
ラ
リ
ス
ト
』
（
異
稲
『
ェ
ス
・
エ
フ
』
）
さ
稲
す
る
勢
力
あ
る

政
薫
に
韓
化
し
た
。
此
黛
の
根
本
的
要
求
は
ロ
シ
ャ
民
族
の
聯
盟
及
ぴ
ロ
シ
ャ
國
家
の
一
部
こ
し
て
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
民
族
的
領
土
自

露
西
亜
諸
民
族
の
研
究

七
I

ウ
ク
ラ
イ
ン
ス



ラ
イ
ナ
の

ウ
ク
ラ
イ
{
·
ゴ

政
治
各
園
慨
並
び
に
民
族
的
少
敷
者
の

(
-
O
劣
）

エ
ン
し
こ
フ
リ
ナ
ャ
。
ラ
i

ダ
』
（
中
央
議
會
）
を
選
出
し
た
。

『
ッ

七
王

て
の
ロ
シ
ャ
の

四
ー
民
族
的
少
数
者
の

之
等
の
要
求
は
全
露
憲
法
會
議
の
事
業
の

，
グ
ラ
イ
ナ
9人
の
た
め
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
』

る
ウ
ク
ラ
ノ
：
ナ

る
べ
き
忍
の

゜
ウ
ク
ラ
イ

し
て
グ
ル
シ
ェ
フ
ス
キ
メ
し

は
じ
ウ
ク

で
な
い
か
ら
で
あ
る
ご
グ
ル
シ
ェ
フ
ス
キ

i

は
方

ナ
人
が
『

る
＜
ぷ
ツ

っ
た
。
セ
パ
ラ
チ
！f4
ス
ト

何
ご

制
定

二
冷 一

，
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
民
族
的
領
土
自
治

會
議
は
次
の
や
う
な
訣
議
を
し
た
。

た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
祗
會
運
勤
者
全
部
が
之
れ
に
参
加
し
た
。

て
｀

エ
ス
。
ペ
ト
リ
ュ
ー
ラ
カ

し
て

沢

-l 

工
フ
に
於
て
全
ウ
グ
ラ
メd
ナ
民
誤
會
議
が
開
か
れ
別
ウ
ク
ラ
イ

戸
ジ
ャ
に
は
ウ
タ
ラ
イ
ナ
蓮
動
が
激
烈
な
勢
を
以
て
超
つ
た
。

ウ
ク
ラ
ノ
ニ
ナ
人
中
に
も
激
烈
な
反
露
運
動
を
起
さ
し
め
た
。

ウ
ぇ
0
ズ
ウ
オ
レ
ニ
ヤ

t
J

ウ
タ
ラ
イ
―
-
』

芦：

シ

る
態
度
に
出
で
厄

つ
て
以
て
ガ
リ
シ

シ
ヤ

9
 

は
カ
リ

。
ウ
ク
ラ
，
4

ナ
穴
八
が
ロ
シ
ヤ

ウ
ク
ラ

"
1
ア
の
『
ッ
ュ
ー
」
〈

/', 

_,, 

リ
ウ
ォ

ウ
ク
ラ

1

監
視

ロ
シ
ャ
に

は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
文
の

ウ
ク
ラ
イ
ナ
結
就
は
監
視
下
に
墨
か

ガ
リ
シ
ヤ

る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
入
ミ
波
闊
人
こ
の
激
烈
な
闘
季
並
び
に
ロ
シ
ャ
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
の
文
化
的
事
業
は
職
等

第
七
節
戦
争
と
革
命

之
れ
亦
翌
即
記
心
理
朕
態
の
然
ら
し
め
る
所
で
あ
る
』

゜

Uk:r~ma 

u
l
a主
n
a

1
9
-
f
~
E
)
r

差
）

そ
れ
こ
反
し

一
九
0

六
年
に
行
は
れ
た
微
弱
な
自
治
蓮
動
後
に
於
て
℃
或
力
ご
し
て

し‘

ふ
朕
況
は
\

家
に
圏
す
る
応
の

へ
て
居
る
心
理
作
用
の
結
果
ぷ
出
た
も
の
で
あ
る
。

ロ
シ
ヤ

ウ
ク
ラ

;
1
ナ
蓮
動
が
ガ
＂
、
シ
ャ
に

に
拘
ら
ず
沿
政
治
方
面
に
於
て
何
等
見
る
ぺ
ぎ
忍
の
な
し
に
終
っ
た
ご
云
ふ
事
賞
笠

ウ
ク
ラ

1

，
了
八
が
自
己
を
ロ
シ
ャ
國

椙
成
分
子
ミ
な
っ
て
ゐ
る
。ロ
シ
ぎ
｀
に
於
け
る
ウ
ク
ラ
パ
デ
運
動
が
文
化
事
業

見
る
べ
ぎ
も
の
あ
る
を
示

ロ

ベ

ロ
シ
ヤ
入
さ
ウ
ク
ラ
イ

る
ミ
云
ふ

ぎ
フ
イ
ナ
人
の
自
聾
の

亡
シ
ャ
語
で
考
へ
泡ウ
ク
ラ
1

は
ロ
シ
ャ
文
を
引
用
し
て

祉
會
生
活
に
於
て
は
常
に
ロ
シ
ャ
語
が
使
用
含
れ

『
ウ
ク
ラ
J
Iヽ
ナ
の
知
識
階
級
は
全
く
ロ
シ
ヤ
式
で
あ
る
。

ウ
ク
ラ
イ

、
。

り
＞
、

彼
等
は
ロ
シ
ャ
の
學
絞
に
於
て
ロ
シ
ャ
文
學
の
敬
育
を
受
け
た
。



斯
く
の
如
き
回
答
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
の
憤
態
を
呼
ぴ
起
し
，

ニ
チ
ェ
ン
コ
が
漂
ぼ
れ
た
。
祉
會
主
義
派
（
ウ
ク
ラ
イ
ナ
社
會
革
命
黛
及
び
祉
會
民
主
黛
）
は

副
議
長
<
r
し
て
工
フ
＞
モ
フ
及
ぴ
ゥ
イ
ン

暑
の
多
敷
を
制
し
た
。
馨
聯
邦
露
は
工
フ
レ
モ
フ
を
首
讐
し
、
民
族
的
少
敷
者
の
代
表
者
さ
共
椅
反
欝
の
立
場
に
立
っ
た
。

暑
は
其
組
織
が
偶
然
性
の
も
の
で
あ
っ
た
に
拘
ら
ず
（
偶
然
性
の
も
の
さ
云
へ
ば
「
ソ
ウ

f

ー
、
ラ
ボ
ー
チ
フ
．
ィ
・
ソ
ル
ダ
ー

r
ス
キ
フ
・
デ
プ
タ
ー
ト
フ
』
並
に
同
時
代
の
他
の
革
命
的
圃
罷
の
編
成
も
皆
然
り
で
あ
っ
て
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
於
け
る
祉
會
生
活
の
活
動
中
心
で
あ
り
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
住
民
に
根
祗
を
有

性
を
帯
ぴ
て
ゐ
た
も
の
さ
は
云
へ
な
い
が
）°

而
し
て
該
機
開
さ
祉
會
さ
の
連
絡
範
園
は
日
毎
に
撞
大
さ
れ
て
行
っ
た
。
中

す
る
所
の
最
も
確
賓
に
し
て
櫂
威
あ
る
機
闘
で
あ
っ
た

ン
コ
を
大
臣
こ
す
る
自
治
ウ
ク
ラ
イ
ナ
省
を
創
立
し
た
。
該
省
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
自
治
を
施
行
す
る
た
め
ロ

央
議
會
は
ゥ
イ
ン
ニ
チ
ェ

、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
於
け
る
最
高
行
政
部
々
員
の
人
名

シ
ャ
政
應
函
嘉
を
開
始
し
た
。
先
つ
中
央
議
會
は
内
閣
線
理
大
臣
リ
ウ
オ
フ
に

ナ
に
於
け
る
他
の
祉
會
圏
罷
の
希
望
に
合
致
せ
ね
は
な
ら
ぬ
さ
云
ふ
拒
絶
的
回

簿
を
呈
出
し
た
。
リ
ウ
オ
フ
は
、
人
名
鱒
は
ウ
ク
ラ
イ

答
羹
へ
た
。
爾
来
ウ
ク
ラ
1
ナ
の
政
治
的
組
織
の
問
題
に
就
い
て
雨
者
の
間
に
衝
緊
始
ま
つ
た
。

汽
キ
ェ
フ

f
f
)
。
ヘ
卜
ロ
グ
ラ
ドV
)の
衝
突
は
盆
々
深
刻
さ
な
っ
た
。

中
央
議
會
が
ロ
シ
ャ
政
府
に
次
の
要
求
を
提
出
し
た

A

一
、
ロ
シ
ャ
政
府
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
自
治
に
蜀
し
好
意
的
態
度
を
示
す
こ

y
)
0

ニ
・
ロ
シ
ャ
政
府
は
ガ
リ
シ
ャ
問
題
の
た
め
整
菜
和
會
議
に
参
加
す
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
櫂
利
を
承
認
す
る
こ

l
t
J
O

1
1
1
'
"
ロ
シ
ャ
政
府
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
政
務
委
昌
會
を
特
設
す
る
こ
さ
。

四
．
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
議
會
を
有
す
る
特
別
行
政
委
員
部
を
設
置
す
る
こ
ぎ

英
戦
線
及
び
戦
線
背
後
に
於
け
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
を
獨
立
部
隊
に
編
成
す
る
こ

9
)
6

六
、
先
づ
下
級
學
校
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
化
を
承
認
し
、
次
に
中
等
及
ぴ
高
等
學
校
の
ウ
ク
ラ
ー
ナ
化
を
承
認
す
る
こ
さ

6

七
、
地
方
語
を
知
り
、
且
つ
地
方
住
民
の
信
任
あ
る
者
を
以
て
行
政
官
ミ
な
す
こ
ミ
。

八
、
民
族
的
欲
求
を
満
す
べ
き
費
用
の
支
出
を
議
會
の
裁
量
に
任
す
こ
さ
。

滋
巧

九
、
在
外
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
に
蜀
し
蹄
還
を
許
可
し
、
且
つ
捕
虜
た
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
に
爵
す
る
待
遇
を
緩
和
す
る
こ

V
)
0

以
上
の
要
求
に
賢
し
臨
時
政
府
は
左
の
主
旨
の
回
答
を
以
て
之
れ
を
拒
絶
し
た
。
郎
ち

一
、
璽
日
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
襲
の
意
志
を
正
し
く
表
示
し
て
ゐ
る
さ
は
信
じ
な
い
。

二
、
ロ
シ
ャ
の
分
割
に
闘
係
あ
る
問
題
を
令
直
ち
に
解
決
す
る
こf

ヽ
こ
は
不
可
能
で
あ
る
。

ロ
シ
ャ
政
府
は
憲
法
會
議
ま
で
全
ロ
シ
ヤ
に
蜀
す
る
政
櫂
を
保
持
す
る
義
務
が
あ
る
。

エ
ム
・
グ
ル
シ
ェ
フ
ス
キ1
は
『
革
命
の
祇
日
は
終
っ
た
、
威
嚇
の
時
が

始
ま
つ
た
」
ミ
磐
明
し
た
。
六
月
十
一1一
日
（
晉
暦
）
議
會
は
キ
ェ
フ
の
ソ
フ
イ
ス
ヵ
ャ
廣
揚
に
於
て
宣
言
を
公
布
し
、
以
て
政
府
ミ
の

衝
突
の
異
相
を
登
表
し
、
ロ
シ
ヤ
ミ
の
闊
係
を
維
持
し
て
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
自
治
を
行
ふ
こ
ミ
を
陳
べ
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
於
け
る
土
地
改

革
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
憲
法
會
議
に
よ
っ
て
行
は
る
べ
き
を
要
求
し
、
議
會
の
利
盆
の
た
め
．
任
意
納
税
す
べ
き
事
を
住
民
に
提
案
し
た
。

然
る
さ
こ
ろ
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
軍
の
兵
力
は
次
第
に
強
大
を
加
へ
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
民
族
軍
革
命
に
向
つ
て
近
づ
き
っ
こ
の
る
さ
言
ひ
得

る
朕
況
「fぶ
な
っ
た
。

第
三
章

ウ
ク
ラ
イ
ナ

露
西
亜
諸
民
族
の
研
究

七
七

/ 

ラ
ー
ダ
が
是
等
よ
り
も
多
く
の
偶
然

七
六



第
｝
二
章

然
る
に
之
等
戦
線
の
瓦
解
｀

七
九

此
事
は
ロ
シ
ャ
政
府
を
し
て
議
會
さ
の
協
調
貼
冷
褻
見
す
る
方
法
を
講
ず
る
の
已
む
な
き
に
至
ら
し
め
、
ネ
ク
ラ
ソ
フ
｀

政
府
の
宣
言
ミ
な
っ
た
。
此
宣
言
に
よ
っ
て
『
ゲ
｀
ネ
ラ
リ
ヌ
ィ
・
セ
ク
レ
タ
リ
ア
ー
｝
』
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
最
高
行
政
機
闘
で
あ
る
こ

ミ
『
ツ
ェ
ン
ト
ラ
リ
ナ
ャ
・
ラ
ー
ダ
』
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
自
治
法
案
並
び
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
土
地
法
案
を
憲
法
會
議
に
呈
出
の
た
め
作
成
す
る

櫂
能
を
有
す
る
こ
さ
、
軍
隊
編
成
に
胴
し
て
は
動
員
計
饗
の
慶
更
を
来
さ
ゞ
る
限
度
を
以
て
獨
立
ウ
ク
ラ
イ
ナ
軍
隊
の
補
充
を
偽
し
得

政
府
の
聾
明
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
思
想
の
勝
利
を
示
す
も
の
こ
し
て
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
に
款
迎
さ
れ
た
。
之
れ
が
た
め
議
會
は
第
二
回
の
告

示
に
於
て
再
ぴ
ロ
シ
ャ
の
蹴
一
を
言
明
し
盲
撃
一
問
題
に
躙
す
る
ロ
シ
ャ
政
府
の
提
案
を
承
認
し
、
議
會
さ
之
れ
に
蜀
し
て
責
任
を
有

す
る
セ
ク
レ
タ
リ
ア
ー
ト
は
最
高
地
方
機
欄
で
あ
る
こ
,
,
,
~

附
記
し
た
。
併
し
な
が
ら
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
絶
蜀
的
自
治
思
想
は
之
れ
を

排
斥
し
た
°
ペ
ト
ロ
グ
ラ
ド
に
於
て
は
該
協
定
の
成
立
は
異
様
の
感
想
を
典
へ
、
立
憲
民
主
黛
が
政
府
の
組
織
か
ら
脱
退
し
た
原
因
の

―
つ
さ
な
っ
た
。
ラ
ー
ダ
代
表
が
セ
ク
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
業
務
規
程
並
び
に
中
央
政
府
‘
こ
ソ
ク
ラ
イ
ナ
政
府
ミ
の
闊
係
を
規
定
す
る
た

め
ペ
ト
ロ
グ
ラ
ド
に
到
着
す
る
や
、
彼
等
は
振
度
の
冷
遇
を
受
け
、
無
為
に
し
て
キ
ェ
フ
ヘ
蹄
っ
た
。
間
も
な
く
キ
ェ
フ
に
ロ
シ
ャ
政

府
の
訓
令
が
逹
し
た
。
訓
令
さ
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
の
要
求
ミ
の
間
に
は
大
差
が
あ
っ
た
。
特
に
ゲ
ネ
ラ
リ
ヌ
ィ
・
セ
ク
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の

橿
限
及
ぴ
ウ
ク
ラ
イ
ナ
領
域
の
割
定
に
胴
し
て
差
の
甚
し
き
も
の
が
あ
っ
た
。
政
府
は
内
務
，
財
政
、
農
業
、
激
育
商
工
業
，
並
び

に
努
働
事
務
統
轄
の
た
め
に
九
個
の
セ
ク
レ
タ
り
を
設
け
、

セ
ク
レ
ク

9

ア
ー
ト
の
管
轄
か
ら
國
民
食
糧
省
．
軍
法
會
議
、
交
通
省
、

通
信
省
の
業
務
を
除
去
し
た
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
領
域
に
濶
し
て
は
政
府
は
キ
ェ
フ
ス
カ
ヤ
、

ウ
ォ
ル
イ
ン
ス
カ
ヤ
、
ポ
ド
リ
ス
ヵ
ャ
縣

各
一
園
並
ぴ
に
チ
ェ
ル
ニ
ゴ
フ
ス
ヵ
ャ
縣
の
四
郡
の
み
に
限
り
決
定
し
、
他
の
係
争
地
方
は
衆
民
投
票
に
依
つ
て
解
決
す
べ
き
事
を
約

此
訓
令
に
蜀
す
る
資
任
上
セ
ク
レ
タ
リ
ア
ー
ト
は
辟
職
し
、
ウ
ィ
ン
ニ
チ
ェ
ン
コ
は
悲
憤
懐
慨
し
て
國
民
戦
の
可
能
を
語
り
、
ウ
ク

ラ
イ
ナ
評
論
家
は
モ
ス
ク
ワ
の
官
吏
が
小
ロ
シ
ヤ
人
を
侮
辱
し
た
ベ
レ
ヤ
ス
ラ
フ
ス
カ
ヤ
・
ラ
ー
ダ
時
代
を
回
想
せ
し
め
る
記
事
を
夜

表
し
た
。
斯
く
て
、
中
央
ラ
ー
ダ
の
會
議
に
於
て
も
反
蜀
演
説
は
あ
っ
た
が
、
結
局
政
府
の
提
案
で
あ
る
九
個
の
セ
ク
レ
タ
リ
（
元
十

四
個
の
中
か
ら
）
承
認
を
政
府
に
交
渉
す
る
ミ
云
ふ
譲
歩
的
決
議
を
行
ひ
、
事
寅
上
該
訓
令
に
服
従
し
た
。

ロ
シ
ャ
政
府
の
没
落
並
ぴ
に
北
方
に
於
け
る
ボ
リ
ピ
ウ
；
キ
の
政
櫂
掌
握
さ
共
に
、
キ
ェ
フ
に
は
キ
エ
フ
の
ボ
リ
シ
＿
ゥ
：
キ
に
よ
っ

て
暴
動
が
行
は
れ
た
。
併
し
こ
の
暴
動
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
に
よ
っ
て
描
壌
せ
ら
れ
、
且
つ
利
用
さ
れ
た
。
ゲ
｀
ネ
ラ
リ
ヌ
ィ
・
セ
ク
レ
タ
リ

ア
ー
ト
は
訣
員
を
補
つ
て
充
賓
を
計
り
、
其
政
櫂
が
菊
領
域
外
に
尚
ほ
チ
ェ
ル
ニ

9

コ
フ
ス
カ
ャ
縣
、
ハ
リ
コ
フ
ス
ヵ
ャ
縣
．

J

ス
ラ
フ
ス
カ
ャ
縣
，
ヘ
ル
ソ
ン
ス
ヵ
ャ
縣
各
全
部
に
及
ぷ
こ
ミ
を
聾
明
し
た
。
而
し
て
盲
ー
フ
ー
ダ
は
第
三
回
宣
言
を
褒
し
、
ロ
シ
ヤ
さ

の
闘
係
を
破
壊
せ
ず
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
民
族
共
和
國
を
建
設
す
る
こ
さ
、
死
刑
を
塵
止
す
る
こ
「

I
)、
十
二
月
二
十
七
日
ウ
ク
ラ
イ
ナ
憲
法

會
議
の
選
畢
を
施
行
す
る
こ
さ
、
民
族
的
少
敷
者
に
各
自
の
自
由
を
許
す
こ

f
f
)を
登
表
し
た
。
朕
況
の
褻
展
に
伴
ひ
ラ
ー
ダ
が
斯
く
の

如
き
決
議
を
典
へ
た
こ
＜
品
は
必
然
の
勢
で
あ
っ
た
の
で
、
南
西
部
及
び
ル
ー
マ
ニ
ヤ
戦
線
司
令
部
も
ラ
ー
ダ
の
行
政
櫂
能
を
認
め
た
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
特
に
其
諧
都
市
に
於
け
る
不
良
兵
の
充
溢
．
地
方
統
制
の
た
め
の
祉
會
的
勢
力
の
訣
乏
を
利

ウ
ク
ラ
イ
ナ

束
し
た
。

る
こ
さ
が
｀
定
め
ら
れ
た
。

リ
、
テ
レ
シ
チ
ェ
ン
コ
、
後
に
ケ
レ
ン
ス
キ1
の
キ
エ
フ
訪
問
さ
な
り
、
種
々
交
渉
の
結
果
協
定
成
立
し
て
、

露
西
亜
諸
民
族
の
研
究

七
八

ツ
エ
レ
テ

工
カ
テ
リ

遂
に
七
月
一1
1H
附
臨
時



八

闘
争
に
勝
を
制
し
た

ウ
ク
ラ
イ
ナ

(
fこ
は
開
載
し
な
い

ー

用
し
た
ム
ラ
ウ
：
エ
フ
を
首
領
さ
す
る
ボ
リ
ピ
ウ

4

キ
が
キ
ェ
フ
を
占
領
す
る
に
及
ん
で
、

義
さ
へ
も
明
瞭
に
表
示
さ
れ
な
か
っ
た
。
然
る
に
ド
イ
ツ
｀

オ
ー
ス
ト
リ
ヤ
に
於
て
は
翫
に
以
前
よ
り
蜀
ウ
ク
ラ
イ
ナ
計
齋
が
立
て
ら

問
題
が
研
究
さ
れ
、
該
問
題
は
同
地
に
於
け
る
居
住
民
一
般
の
通
常
話
題
ミ
な
り
、
分
離
は
獨
逸
の
た
め
に
利
盆
で
あ
り
、
又
可
能
性

を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
論
證
さ
れ
つ
こ
の
っ
た
。
戦
時
此
思
想
は
公
の
行
動
＜

r
し
て
現
は
れ
ォ
ー
ス
ト
リ
ヤ
並
ぴ
に
ド
イ
ツ
に
於
け

る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
捕
虜
は
他
の
ロ
シ
ャ
人
捕
虜
さ
匿
別
さ
れ
｀
特
別
な
敗
容
所
に
於
て
特
別
な
待
遇
を
受
け
て
ゐ
た
。
又
ガ
リ
ツ
ィ
ャ

生
れ
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
運
動
者
は
之
等
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
伴
慮
間
に
反
露
思
想
を
宣
停
し
て
煽
動
す
る
所
が
あ
っ
た
。

プ
レ
ス
ト
平
和
條
約
締
結
さ
共
に
凡
て
之
等
の
力
を
伸
展
せ
し
め
る
時
期
が
到
来
し
た
。
獨
逸
軍
統
帥
部
は
ラ
ー
ダ

f

ヽ
ふ
協
商
を
遂
げ

ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
リ
ン
シ
ン
ゲ
ン
将
軍
指
揮
の
獨
襖
聯
合
軍
を
派
遣
し
た
。
キ
ェ
フ
に
於
て
は
ボ
リ
｀
之
ウ

4

生
が
一
掃
さ
れ
、
全
ウ
ク
ラ

イ
ナ
は
欧
洲
の
中
央
雨
大
國
の
軍
隊
に
依
つ
て
占
領
さ
れ
た
。
斯
く
し
て
キ
エ
フ
に
於
け
る
賓
櫂
は
獨
逸
人
の
手
に
蹄
し
、
ラ
ー
ダ
は

唯
だ
形
式
的
全
櫂
を
有
す
る
に
留
ま
り
、
獨
逸
占
領
軍
の
た
め
の
掩
護
た
る
用
を
勤
め
る
に
過
ぎ
な
い
も
の
ミ
な
っ
た
。
然
る
に
ラ
ー

ダ
の
祉
會
主
義
的
傾
向
は
獨
逸
人
を
し
て
ラ
ー
ダ
に
獨
し
不
快
の
念
を
抱
か
し
め
た
。
五
月
に
慶
動
が
あ
っ
て
地
主
黛
の
軍
隊
首
領
ス

コ
ロ
バ
ッ
ド
ス
キ
1
は
ラ
ー
ダ
を
改
造
し
た
が
、
彼
も
亦
た
有
名
無
賓
の
櫂
能
を
有
す
る
に
過
ぎ
ず
、
彼
の
統
轄
す
る
八
軍
圃

f
ヽ
は
は
唯

だ
紙
面
の
敷
字
に
留
ま
り
、
賓
際
は
僅
か
に
司
令
部
員
を
有
す
る
の
み
で
あ
っ
た
。
従
つ
て
獨
逸
が
西
部
戦
線
に
於
て
敗
退
し
，
ウ
ク

ラ
イ
ナ
の
撤
退
を
開
始
す
る
の
已
む
な
き
に
至
る
や
、
徴
登
さ
地
主
復
活
の
暴
政
ミ
の
た
め
に
憤
激
し
た
農
民
に
欝
し
て
全
く
無
力
で

あ
っ
た
。
窃
に
於
て
彼
は
支
持
者
を
索
め
る
た
め
、
彼
の
周
園
の
上
流
階
級
代
表
者
の
黙
迫
の
許
に
政
策
を
慶
更
す
る
こ
ミ
及
ぴ
ロ
シ

ャ
ミ
の
合
同
の
原
則
を
標
榜
す
る
こ
さ
を
試
み
た
。
然
る
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
民
族
同
盟
（
ナ
シ
ヨ
ナ
ル

r
"
ソ
ユ
ー
ズ
）
は
解
散
さ
れ
た
ラ

ー
ダ
の
議
員
を
も
糾
合
し
て
今
迄
彼
に
蜀
し
て
取
っ
た
局
外
中
立
の
態
度
を
改
め
、
倒
閣
蓮
動
の
旗
を
ベ
ー
ラ
ャ
・
ツ
ェ
ル
コ
ウ
ィ
に

睾
げ
た
。
此
蓮
動
は
急
速
に
全
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
擦
大
し
、
間
も
な
く
内
閣
は
轄
覆
し
．

領
さ
す
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
執
政
官
隷
下
の
軍
隊
が
キ
ェ
フ
に
進
入
す
る
こ
さ
に
な
っ
た
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
思
想
の
最
高
潮
に
逹
し
た
る
は
疑
も
な
く
此
時
で
あ
る
。
此
時
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
祉
會
蓮
動
者
の
精
稗
の
高
潮

y
)完
全
な

協
カ
一
致
さ
を
示
し
た
時
代
で
あ
っ
た
。
営
時
赤
軍
は
尚
ほ
大
な
る
力
を
有
せ
ず
、
モ
ス
ク
ワ
は
民
主
的
ウ
ク
ラ
イ
ナ
さ
平
和
的
共
存

の
準
備
あ
る
こ
ミ
を
示
し
、

さ
云
ふ
事
を
脱
き
っ
こ
の
つ
た
。
滋
に
注
意
す
べ
き
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
の
み
な
ら
ず
．
著
し
く
不
良
な
條
件
に
置
か
れ
て
ゐ
た
リ
ト
ワ

人
、
ラ
ト
ゥ
A

ャ
人
．

の
み
な
ら
ず
、
進
ん
で
自
己
の
國
に
強
固
な
民
主
的
政
櫂
を
組
織
し
た
こ
さ
で
あ
る
°
然
る
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
蓮
動
は
此
種
試
練
に
堪
ヘ

れ
、

第
三
章

ウ
ク
ラ
イ
ナ

ウ
ィ
ン
ニ
チ
ェ
ン
コ
及
ぴ
ペ
ト
リ
ュ
ー
ラ
を
首

レ
ー
ニ
ン
は
ソ
ウ
ェ
ー
ト
政
櫂
は
前
年
の
過
誤
を
繰
り
返
す
こ
さ
な
く
、

エ
ス
ト
ニ
ャ
人
及
ぴ
グ
ル
ジ
ャ
人
も
亦
た
各
自
の
能
力
に
依
り
自
己
の
獨
立
を
保
持
し
、

ロ
シ
ャ
か
ら
ウ
ク
ラ
イ
ナ
が
分
離
す
る
可
能
に
就
て
考
究
さ
れ
て
ゐ
た
。
特
に
ロ
ー
ル
バ
ッ
フ
に
於
て
は
廣
汎
に
且
つ
詳
細
に
此

本
書
中
駈
に
屡
々
述
べ
た
如
く
、

ぬ
吼
目
に
陥
っ
た
。

露
西
亜
賭
民
族
の
研
究

ロ
シ
ヤ
に
於
け
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
蓮
動
に
は
セ
パ
ラ
チ
ズ
ム
を
含
む
こ
ミ
な
く
、
戦
前
に
は
自
治
主

第
八
節
獨
逸
駐
屯
軍
、
執
政
官
政
治
、
無
政
府

ラ
ー
ダ
は
ジ
ト
ミ
ル
に
退
去
せ
ね
ば
な
ら

八
0



古
グ
ラ
イ
ナ

し
て
居
る
。
鑢
理
は
ア
こ
心
ゥ1
ツ
キ

1
で
あ
る
。

こ
ご
こ
，
な
っ
た
。

一
人
の

存
在
し
5

ウ
タ
ラ

i
e

八
―

代
表
者
が

)} 

,'’ 

ヵ
レ
ン
コ
）
は
外
國
に
去
り
，ペ
ト
リ
ュ
i

ラ
の

て
鬱
國
せ
ず
B

つ
て
ぺ
＼
：0
9
ユ
ー

ペ
｝
リ
ュ
ー
ラ

同
時
に
ウ
ク
ラ
4

ナ
軍
綺
司
令
官
で
あ
る
。

二
名
（
シ
ュ
ウ
エ
ー
＇
ツ
，

9

マ

' 

媛
薫

ウ
タ
ラ
イ
ナ
蓮
動
の
概
尉
ミ
し
て
は
左
記
の
も
の
て
ゐ
る
。

を
否
定
し
つ
f

ウ
ラ
ン
グ
リ
の
陣
螢
に
は
獨
立
派
に

ロ
シ
ャ
露
の
ウ
ク
ラ
'
J
i

ミ
云
ふ
有
様
で
あ
憂
‘
)

亨
4

ン
ニ
チ
ェ
ン
コ
は
ぷ
リ
シ
ェ
i
1
キ
ミ

る
た
め
モ
ス
ク
ワ
に

)}) 

9・力
l
l，
シ
ヤ
(

ク
ラ
ー

つ
て
雨
者

於
て
は
政
糠
を
樹
立
す
る

な
い
。

ペ
ト
リ
ュ
ー
ラ

三
年
間
の

し
た
。

}) 
~
’
~
 

ゥ
§
干

更
に
叉
ぶ
リ
シ
エ
ウ

i
f
)
 

し
h

っ
た
：
、
…
…

同
時
に
闘
華
す
る
に
は
デ
ニ
キ
ン
軍
の

-

}

 

,
1
 

っ
た
。
キ
ェ
フ

ボ
リ
シ

闘
手
に
よ
っ

れ
た
忍
？
ご
ゥ
；
キ
は
や
が
て
デ
ニ
キ
ン

つ
て

゜

に
ウ
ク
ラ
・
s
J
a：
了
八
に

卜
.
コ
ミ
・
ー
叫
の

サ

っ
た
。

9
t
O
 

ー
す
ぃ

一
、7ノ
ノ
℃

ゼ
リ
ヨ
ー
ヌ
＂
＼
ソ
コ
ロ
フ
一
〈
キ
イ

ア
タ
マ
ン
の
名
は
ッ
ウ
~
ー

ラ
コ
フ
ス
キ

i

す
る
ソ
ウ
ェ
ーi

る
や

‘
之
れ
に
贄
し

翠
＂
：
ご
ゥ
＇

ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
於
て
は
地
位
弧
固
な
る
も
の
で
な
く
、翠"
’
シ
ご
竺
ぶ
ふ
｝

-
、
­

,"` 

•• 
c
芦
J

こ
。
，
了

キ
エ
フ
に

)) 

'
,
r
 

府
は
ウ
i
'
ン
ニ
ブ
ア
に
、

カ
メ
ネ
ッ
ぷ
ド
リ
ス
ク

-
gウ

u
 

く
ぶ
て
ッ
シ

ム
ミ
新
形
式
の
ウ
タ
ラ
イ

の

ふ
に
至
っ
た
。

九

ぬ
様
に
我
々

ウ
ク
ラ
ィ
：
ナ
の

5
 

て

ゥ
イ
ン
ニ
チ
ェ
ン
コ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
李
由
す
る
忍
の
で
あ
り
冷

ロ
グ
ラ
ム
は
『
ぶ
＂
＇
三
・
ワ
4

ウ
ク
ラ
イ
ナ
に

み
で
代
表
さ
れ
た
螢
働
會
議
の

ミ
し
た
『
碧
働
主
義
』

` -l 

に
至
ら
し
め
た
。

マ
キ
シ
マ
リ
ズ
ム

マ

キ
シ

マ

)) 

ヌ→

ム

た
。
攻
櫂
者
の
民
主
々

府
を
し
て
農
民
及
び
村
落
に
支
持
を
求
む
る
の
已
む
な
き

凡
て
の
中
況
都
市
住
民
は
ウ
ク
ラ
，4

こ
。
ふ
ー

て
示
リ
シ
-
―
わ
・
A
，
ズ
ム
に
巽
す
る
恐
怖
並
び
に
都
市
ミ
の
闘
季
は
＂

? げふヽ

宣
言
を
嶺
し
た
。

訊
こ3
虞
に
反
政
府
熱
を
煽
っ
た
。

は
ロ
シ

み
な
ら
ず
℃
キ
ェ
フ

4

む
ウ
ラ
ヂ
f
t

ル

;
-
t
こ

1
/
i
1
1
 

な
か
つ
亡
。
ウ
ク
ラ
4

々
府
は
熱
狂
的
に

ロ
シ

懃
ウ
ク
ラ

4

穴

に
ユ
亙

着
手
し
た
。

ス
ウ
ャ
｝



第
三
章
，
ウ
ク
ラ
イ
ナ

ニ
’
政
黛
の
う
ち
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
住
民
さ
最
も
確
賓
に
連
繋
を
有
す
る
も
の
は
民
族
的
ウ
ク
ラ
イ
ナ
圏
腔
で
あ
る
。
普
通
選
畢
の
結

果
は
之
れ
を
雄
辮
に
物
語
っ
て
ゐ
る
。
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
を
基
礎
さ
す
る
地
方
の
統
治
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
＜
ふ
の
協
調
以
外
に
は
晰
じ

て
成
立
の
餘
地
が
な
い
。
他
の
方
法
に
依
つ
て
行
は
る
べ
き
凡
て
の
政
櫂
は
正
営
な
統
治
を
確
立
し
得
る
望
み
が
無
い
の
で
｀
軍

事
占
領
を
計
蜜
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
゜

弓
併
し
な
が
ら
、
前
記
事
情
y
)
同
時
に
｀
ウ
ク
ラ
イ
ナ
運
動
が
獨
立
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
國
家
組
織
を
創
造
し
、
内
外
の
多
事
を
解
決

す
る
た
め
に
不
充
分
な
組
織
で
あ
る
さ
云
ふ
こ
さ
は
場
罷
験
の
示
す
所
で
あ
る
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
蓮
動
は
執
れ
に
し
て
も
初
め
の
間

は
外
部
か
ら
の
支
持
を
必
要
さ
す
る
で
あ
ら
う
。
最
近
に
於
け
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
蓮
動
の
特
色
た
る
蜀
外
向
背
の
多
様
な
慶
韓
は
之

表
面
上
に
政
梱
移
動
の
頻
々
た
る
所
以
で
あ
る
。

．
穴
．
五

第
九
節

結
論
と
狩
来

『
ポ
ロ
チ
ビ
ス
ト
ゥ1
』
派

，
あ
る
。
窯
は
二
つ
の
機
闘

ニ
チ
ェ
ン
コ
が
其
首
領
で
あ
る
。
嘗
祇
の
中
心
地
は
ゥ
；
ナ
て

ボ
リ
シ
ェ
ウ
ィ
キ
源
に
し
て
ゥ
イ
ン

ノ
ー
ワ
・
ド
バ
』
を
持
つ
て
ゐ
る
。
前
執
政
内
閣
員
シ
ュ
ウ
ェ
ー
ツ
教
授
及
ぴ
マ
カ
レ
ン
コ
は
此
黛
派

紙
『
ポ
リ
チ
ベ
』
及
ぴ
『

ゐ
る
。
此
窯
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
大
地
主
を
以
て
組
織
さ
れ
、
主
要

ア
タ
マ
ン
•
ス
コ
ロ
バ
ド
ス
キ
1
が
秘
密
に
首
領
を
勤
め
て

プ
ス
プ
を
ク
ス
キ1
（
ワ
シ
ー
リ
•
ウ
ご
シ
イ
ワ
ン
ヌ

1
)
等
で
あ
る
。

『
ウ
ク
ラ
イ
ン
ス
キ
ィ
・
ナ
ツ
ィ
オ
ナ
リ
ヌ
ィ
・
コ
ミ
テ
ー
ト
』

ェ
ル
ッ
ゲ
ル
．

最
近
モ
ル
コ
ト
ウ
ン
の
登
起
に
依
り
巴
里
に
於
て
組
織
さ
れ
た
も
の
、
親
露
傾
向
を
代
表
し
、

五
、
ガ
リ
シ
ャ
政
府

ツ
オ
グ
、
ウ
i
'

ゲ
リ
ム
・
ガ

ウ
ラ
ン
ゲ
リ
爵
軍

fえ
ふ
協
定
を
遂

0

執
政
官
下
の
政
麿
政
治
的
意
見
の
相
違
を
来
し
て
創
立
さ

執
政
官
ェ
ゥ
ゲ
ニ
ー
・
ペ
ト
ル
シ
ェ
ウ
土
チ
博
士
を
首
領
さ
す
る

れ
た
も
の
で
あ
乞
最
初
執
政
官
羞
絡
を
有
し
、
自
治
政
府
さ
し
て
活
動
し
て
ゐ
た
が
｀
後
に
ペ
ト
リ
ュ
ー
ラ
が
ポ
ー
ラ
ン
ド

リ
シ
ャ
農
民
を
基
礎
＜
じ
、
チ
ェ
ッ
ク
•
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ャ
こ
の
聯
邦

贔
約
を
締
結
し
た
ふ
執
政
官
さ
絶
縁
し
た
。
此
政
府
は
ガ

主
義
を
根
本
<
rし
て
ゐ
る
。
政
府
に
は
ガ
リ
シ
ャ
の
最
高
知
識
階
級
が
加
入
し
て
ゐ
る
(
-
九
二

0
年
末
の
朕
況
）

最
近
三
年
間
に
於
け
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
歴
史
を
結
論
す
る
為
に
は
先
づ
次
の
事
情
を
記
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
即
ち
｀

一
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
他
の
ロ
シ
ヤ
に
類
似
し
な
い
獨
特
の
地
方
で
あ
る
。
大
ロ
シ
ヤ
に
於
て
は
、
ボ
リ
シ

5

ウ
ぶ
＾
ム
の
永
績
を
許
す

も
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
農
民
は
自
己
の
意
向
さ
相
容
れ
な
い
政
櫂
を
成
立
せ
し
め
ざ
る
た
め
に
充
分
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

V
)組
織
要
素
(
‘
え
し

具
へ
て
居
る
。
併
し
な
が
ら
、
農
民
自
身
は
自
己
の
政
府
を
創
設
す
る
丈
け
の
賓
力
を
有
し
な
い
。
之
れ
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
生
活
の

げ
た
こ
さ
も
あ
る
。

四
、 黛

員
は
シ
ェ
メ
ー
＼ス
コ
ロ
ビ
シ
‘

ョ
ル
ト
ゥ
ホ
フ
ス
キ
ー
，
ド
ロ
シ
ェ
ン
コ
、

・
『
フ
リ
ポ
ロ
ブ
・
デ
モ
ク
ラ
ト
』
黛

に
好
意
を
有
す
る
が
如
き
も
積
極
的
行
動
は
し
て
居
ら
ぬ
。

二
、

露
西
亜
諸
民
族
の
研
究

八
四



み
で
5

一
時
的
短
命
的
性
質
の
忍
の

ウ
ク
ラ
イ
ナ

る
。
ッ

の
手
段
で
あ
る
。
其
他
の
解
決
方
法
は
ウ
ク
ラ

1
ナ
間
題
を
根
本
的
こ

を
基
礎
ご
し
て
二
つ
の
同
族
民
族
を
合
一

固
な
ら
し
め
冷
ウ
ク
ラ
イ
ナ
蓮
動
の
嶺
展
の
た
め
の
形
式
を
奥
へ
ら
も
の
で
あ
っ

こ
ご
か
最
も
賓
現
し
易
い
形
式
で
あ
ら
う
。
面
し
て
沿
地
方
的
内
部
の

る
も
の

凡
し
J

ア

r

ウ
ク
ラ

1

ナ
間
悶
を
確
責
に
解
決
ず
べめ

る
の

め
、
ウ
ク
ラ

”
1

ア
に
於
け
る

軍
事
は
完
全
に
獨
立
し
て
可
な
い
で
あ
ら
う
。

v

せ
ら
れ
る
た
め
に
は
除
り
に
大
で
あ
い
渾
特
殊
で
あ
る
。
ポ
ー
ラ
p
:
F

な
こ
ミウ

タ
ラ

1

ナ
思
潮
＜
こ
ロ
シ
ヤ

能
性
の
あ
る
も
の
で
あ
る
。

う
。
従
つ
て
ロ
シ
ャ
のロ

シ
ャ
人
が
最
近
の

？
ン
ャ
分
子
が
ウ
ク
ラ1

の
堅
牢
な
協
調
の
み
が
も
ウ

8

グ
ラ
イ
ナ
こ
ご
つ
て
自
然
に
し
て
且
つ

保
守
的
蓮
動
が
窟
展
す
る
湯
合
も
＞

可
熊
四
信
ぜ
ら
れ
雖
い1
詞
様
に
、
極
め
て
困
難
で
あ
ら
う
。
併
し

t

其
協
閻
の
形
式
に
就
て
語
を
き
は
尚
ほ
早
計
で
あ
ら
う
。

な
い
空
な
榛
語
は
永
久
に
慶
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
思
ふ
日
、
共
通
罷
桐
政
策
匂
共
通
國
際
代
表
を
承
認
し
て
の

此
の
如
ぎ
解
決
は
\
平
等
ご

デ
ニ
キ
ン
の
『
廣
大
な
目
治
網
』
の

何
忍
の
を
忍
語
ら

ロ
シ

8
；
デ
モ

Sグ
ラ
シ
ー
ご
の

協
調
は
盆
々
因
熊
で
あ
る
。ロ
シ
ャ
に

の
共
屈
勁

心
理
朕
態
で
は
協
調
に
就
い
て
語
る
こ
ご

る
。
特
に
ロ
シ
ヤ

こ
ご
に
よ
っ
て

る
。

一
の

あ

に
於
て
も
℃
ロ
シ
ヤ

}
且
呵
常
に
自
己
の

の
障
碍
に
遭
遇
す
る
で
あ
ら
う
。

す
る
こ
ミ

ヽ ヽ

ウ
ク
ラ
．
「4
+

人

ウ
ク
ラ

1

ナ

ウ
ク
ラ

A
"
ナ
文
化
の
基
礎
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
ロ
シ
ヤ

苓95
y
 

f

)

f

f

}

 

ウ
ク
ラ

1

ナ
に
於
℃
弧
大
で
あ
ら
う
。

ヽ
‘

ロ
シ
ャ
り

に
し
て

荷
く
て
ウ
ク
ラ
ぇ
カ
ナ

は
唯
だ
ロ
シ
ヤ
こ
の
協
調
の
可
能
性
の
み
が

ロ
シ
ャ
語
は
フ
ク
ラ
イ

ロ
シ
ャ
人
ミ
の
交

で
あ
る
。

礎
ミ

に
；
他
方
右
岸
ウ
ク
ラ
4
ナ
に

ポ
ー
ラ
ン
ド

殆
ん
さ
凡
て
地
主
で

の

べ
き
忍
の
で
あ
る
。
同
時
に
池
ウ
ク
ラ
1

ナ
・
／

一
方
ウ
ク
ラ
1

.,, 

、
英
淋

ら
管
理
せ
ら
れ
、
指
導

此
結
論
を
以
て

れ
が
髯
で
あ
る
。

露
酉
亜
賭
民
族
の
研
究

こ
濱

.
J

・
~

チ
ェ
ッ
ク
•
ス
ロ
翌
ア
キ
ャ
並
び
に
獨
立
波
闘
形
成
後
の
現
今
に
於
て
は
沿

第
一
に

質
間
は
冷
各
種
翡
外
政
策
の
中
、
如
何
な
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ

以
戟
の
拇
襖
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昭
和
五
年
一
月

島
野
一1
一
郎
氏
、
市
川
寅
次
郎
氏
、
岩
淵
駿
一
氏
。

庶
務
部
調
査
課

ソ
ウ
ェ
ー
ト
聯
邦
に
於
て
は
諸
民
族
自
治
の
基
礎
の
上
に
聯
邦
國
家
の
形
式
備
は
り
固
冨
日
娼
が
統
一
結
合
の
原

雙
な
っ
た
事
は
疑
ひ
無
い
が
、
併
し
同
時
に
そ
れ
は
結
合
の
否
定
的
原
因
た
り
得
る
も
の
で
あ
っ
て
、
龍
界
最
初
の
祉
會
主
義

知
れ
ぬ
゜
雙
な
れ
ば
民
族
自
決
の
勢
の
赴
く
慮
、
聯
邦
内
に
於
て
異
常
な
る
セ
パ
ラ
テ
文
ム
の
進
行
を
促
し
遂
に
多
く
の
聯

ヽ

醤
有
る
方
面
に
於
て
深
ま
り
つ
こ
の
り
‘
一
方
唯
一
の
統
合
的
要
索
な
る
コ
ン
ミ
ュ
ニ
ズ
ム
は
其
初
期
の
感
激
的
分
子
を
失
ひ

一
の
退
屈
な
る
形
式
的
官
僚
思
想
に
堕
せ
ん
さ
す
る
傾
向
を
示
し
諸
民
族
を
結
合
す
る
力
弱
く
、
聯
邦
共
産
黛
の
中
心
的
勢
力
に

し
て
動
描
全
警
ん
か
聯
邦
が
四
分
五
裂
す
る
虞
れ
無
し
さ
は
何
人
も
断
言
し
得
な
い
で
あ
ら
う
か
ら
で
あ
る
。

一
、
本
書
の
著
者
は
露
西
亜
の
分
裂
は
世
界
陸
地
の
六
分
の
一
を
有
す
る
地
城
に
於
け
る
諸
民
族
の
心
理
的
限
一
、
法
制
的
輩
一
、
罷

欝
輩
一
の
潰
滅
ミ
闘
聯
し
文
明
の
進
歩
に
非
ず
退
歩
な
り
さ
廠
じ
て
ゐ
る
。
又
欧
亜
に
跨
る
大
平
原
を
幾
多
の
断
片
さ
し
、
各

断
片
を
一
國
さ
な
す
事
は
決
し
て
露
酉
亜
に
業
観
的
将
来
を
約
束
せ
ず
、
箪
一
機
構
よ
り
分
裂
す
る
事
は
諸
民
族
に
取
り
鰹
滸
的

屎
幸
で
あ
る
さ
偽
し
幾
多
の
賓
例
を
以
て
之
を
示
し
て
ゐ
る
。
著
者
は
ま
た
分
裂
せ
る
各
國
に
於
け

人
に
上
る
事
を
理
由
さ
し
て
分
裂
の
人
種
誌
的
困
難
を
も
指
摘
し
、
結
論
に
於
て
統
一
露
四
亜
の
文
化
的
債
値
其
他
を
高
唱
し
撃

一
、
六
十
有
余
の
異
民
族
を
包
含
す
る
露
四
亜
の
将
来
は
統
一
か
分
裂
か
。
こ
は
獨
り
一
露
四
亜
の
み
の
問
題
で
無
＜
賓
に
世
界
の
大

問
題
で
あ
る
。
本
書
は
此
の
問
題
を
研
究
せ
ん
さ
す
る
者
に
取
り
稀
に
見
る
良
書
で
あ
る
事
を
信
ず
る
。

一
、
本
書
繹
者

一
不
可
分
の
露
四
亜
の
必
要
を
叫
ん
で
ゐ
る
。

る
他
民
族
の
敷
が
二
千
萬

邦
内
共
和
國
を
し
て
露
西
亜
の
文
化
及
國
語
を
否
定
し
、
露
西
亜
語
を
第
二
外
國
語
さ
認
定
す
る
に
至
ら
し
め
各
民
族
間
の
溝
渠

共
和
國
聯
邦
も
恋
竺
露
四
亜
國
家
の
分
裂
の
一
段
階
に
過
ぎ
な
い
さ
い
ふ
一
部
の
人
の
観
察
が
或
は
事
賓
の
異
相
に
近
い
か
も

生
じ
て
ゐ
る
。
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＜
之
を
省
略
し
、
そ
の
主
な
る
貼
を
記
す
る
に
止
め
る
。

ン
ケ
ー
ウ
ィ
チ
の
略
歴

ス
タ
ン
ケ
ー
ウ
4
チ
の
閲
歴
に
闘
す
る
微
細
な
る
記
述
は
必
ず
し
も
本
編
を
評
債
す
る
上
の
資
料
さ
は
な
ら
な
い
。
故
に
弦
に
は
多

ウ
ェ
•
べ
•
ス
タ
ン
ケ
ー
ウ
＃
は
一
九
―
―

1一
年
の
秋
彼
得
堡
大
學
を
卒
業
し
、
成
績
優
秀
な
り
し
彼
は
同
大
學
助
教
授
た
ら
ん
が
た
め

欧
洲
戦
争
の
開
始
さ
る
こ
｝
、
彼
は
進
ん
で
士
官
學
校
に
入
學
し
、
卒
業
後
先
づ
歩
兵
隊
に
人
り
次
い
で
技
術
部
隊
に
加
は
っ
た
。

燃
ゆ
る
が
如
き
愛
國
心
さ
才
能
さ
精
力
｝
‘
;
は
曾
て
璧
護
士
の
助
手
た
り
し
彼
を
謳
つ
て
野
戦
築
城
家
、
築
城
法
教
官
、
築
城
法
講
義
書

の
著
者
た
ら
し
め
、
斯
く
て
彼
は
漸
く
そ
の
名
を
世
に
知
ら
る
：
に
至
っ
た
。

一
九
一
七
年
露
國
革
命
の
勃
顎
さ
共
に
、
ス
タ
ン
ケ
ー
ウ
ぶ
チ
は
主
戦
祇
の
腔
校
さ
し
て
ペ
ト
ロ
グ
ラ
ー
ド
に
於
け
る
社
會
革
命
黛

及
社
會
民
主
黛
の
執
行
委
員
會
の
一
員
さ
な
り
、
臨
時
政
府
の
擁
護
、
治
安
維
持
並
に
戦
学
の
錮
績
の
為
に
あ
ら
ゆ
る
努
力
を
な
し
、

そ
の
後
北
部
戦
線
の
政
治
委
員
さ
な
り
、
次
い
で
ケ
レ
ン
ス
キ

4

自
か
ら
の
要
望
に
よ
り
、
大
本
螢
最
高
委
員
ミ
な
っ
た
。

ス
タ
ン
ケ
ー
ウ
4

チ
は
軍
朦
が
職
争
を
忌
避
し
不
穏
の
行
動
あ
り
ミ
見
た
る
場
合
常
に
身
を
挺
し
て
そ
の
秩
序
の
恢
復
に
嘗
り
、
生

命
の
危
験
を
冒
し
て
戦
線
の
危
機
を
救
へ
る
事
厘
々
で
あ
る
。

ス
タ
ン
ケ
ー
ウ
＃
ほ
亦
文
學
に
長
じ
、
俊
敏
な
る
法
學
者
に
し
て
且
つ
緋
舌
に
巧
み
な
る
、
稀
に
見
る
才
幹
で
あ
っ
た
。

露
匹
亜
並
に
諸
外
國
の
刑
法
研
究
を
目
的
さ
し
て
法
科
に
留
ま
つ
た
。

本
書
の
著
者
ゥ
・
ベ
•
ス
ク



伯
林
出
版
同
氏
著
『
一
九
一
四
年
ー
一
九
一
九
年
の
回
想
記
』
に
朦
る
ー
ー
閻
査
課
)

ズ
ム
の
嶺
逹
史
』
（
本
課
出
版
）
に

ボ
リ
ご
ゥ
こ
主
革
命
の
興
る
や
＂
彼
は
臨
時
政
府
を
擁
護
す
べ
く
萬
般
の

革
命
露
國
を
後
に
し
て
亡
命
の
旅
に
上
っ
た
。

ス
タ
:
；
ヶ
貪
ー
ウ
呈iチ
は
彼
が
本
篇
に
そ
の
運
命
を
描
寓
せ
る
諸
民
族
の
郷
土
に
五

、
観
察
眼
は
本
篇
を
し
て
極
め
て
貴
重
に
し
て
且
つ
凡
人
の
克
く
す
る
能
は
さ
る
完
全
な
る
も
の
な
ら
し
め
た
。

本
篇
の
外
、
著
者
は
幾
多
の
著
作
を
有
す
る
。
『
一
九
一
四
年
ー
一
九
一
九
年
の
固
想
記
』
並
に
『
露
酉
亜
さ
獨
逸
』
は
特
に
注
目
す

ペ
き
も
の

そ
は
ス
ピ
リ
ド
ウ
．
玉
が
、
そ
の
著
『
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ

々
ス
タ
ン
ケ
！
匂
チ
に
言
及
せ
る
の
事
賓
を
以
て
も
知
ら
る
：
り
で
あ
る
。
(
-
九
二

殊
に
蔀
者
は
極
め
て
興
味
あ
り
且
つ
貴
重
な
る
忍
の
に
し

っ
た
。

股
の
博
識
、

た
が
陪
遂
に
利
な
く
，
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不
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昭
和
布
年
一
一
一
月
十
E
l
要
行

露
酉
亜
諸
民
族
の
研
究
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和
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年
三
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究
日
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刷
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編
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目
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書
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所
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行
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印
刷
所

代
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団
尉
兼

頚
行
人

木
利
一
郎

大
阪
府
墾
能
郡
箕
面
村
平
尾
四
九
九

東
亜
印
刷
株
式
會
祉
大
連
支
店

＊
連
市
近
江
町
九
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大
阪
毎
日
薪
聞
龍

大
阪
市
北
蹴
堂
島
（
限
替
大
阪
四
五
〇
審
）

東
京
日
日
新
聞
祗

東
京
市
丸
之
内
（
薇
替
東
京

1
了
八
0
0
番
）

中
日
文
化
鴇
會

＊
藩
市
祀
伊
町
九

1

東
亜
網
漬
調
査
局

東
京
市
翅
町
臨
丸
ビ
ル
四
階

丸
善
株
式
會
就

東
京
市
日
本
撰
賦
通

1一
丁
目
（
捩
香
東
京
五
審
）

株
式
會
就
巖
松
堂
書
店

東
京
市
稗
田
饂
中
猿
築
堕
一
（
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替
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京
六
五
五
六
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阪
屋
琥
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店

＊
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限
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昌
饂

統
治
組
餓
及
機
闘
、
各
聯
盟
共
和
國
概
要

外
國
人
の
法
律
的
地
位
＂
私
螢
事
業
及
私
有
財
産
櫂
、
工
業
組
織
、
ト
ラ
ス
ト
模
範
定
款
、
露
國
工
業
法
概
要
，
努

働
需
給
闘
係

革
命
後
の
農
村
罷
栂
朕
態
，
晨
村
罷
滴
統
計
、
國
螢
事
業
，
露
領
極
東
及
西
比
利
の
罷
椅
事
情
｀
自
治
共
和
國
及
自

治
州

通
商
事
情
、
外
國
貿
易
の
制
度
及
組
織
．

工
業
罷
滴
に
闘
す
る
指
導
的
意
見
盲
共
産
薫
第
十
二
回
大
會
決
議
、
エ
揚
委
員
會
、
國
民
敬
育

社
會
保
瞼
、
努
晨
國
家
さ
激
會
＂
言
論
機
開
、
地
方
統
治
組
餓
、
軍
事




